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       午前１０時００分 開議

◎開議宣告

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら平成２８年第２回美幌町議会定例会第２

日目の会議を開きます。

―――――――――――――――――――

◎日程第1 会議録署名議員の指名

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１番髙橋秀明さん、２番大

江道男さんを指名します。

―――――――――――――――――――

◎諸般の報告

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。

○事務局長（高崎利明君） 諸般の報告を

申し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。

朗読については省略させていただきま

す。

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。

以上で諸般の報告を終わります。

―――――――――――――――――――

◎日程第２ 一般質問

○議長（大原 昇君） 日程第２ 一般質

問を行います。

昨日に引き続き、発言を許します。

１２番中嶋すみ江さん。

○１２番（中嶋すみ江君）〔登壇〕 本日

は、２項目について質問をさせていただき

ます。

１項目め、美幌町公営住宅の連帯保証人

の人数について。

美幌町公営住宅の入居時の連帯保証人の

人数について。

二つ目、子育て支援について。

祖父母手帳の発行について。

美幌町公営住宅の連帯保証人の人数につ

いてを質問させていただきます。

美幌町営住宅管理条例の「入居の手続」

に、連帯保証人２人の連署の提出が必要と

なっております。北海道営住宅管理条例施

行規則適用の鳥里にあります道営住宅は、

連帯保証人が１人の連署となっておりま

す。子供がおられない方やひとりしかおら

れない方などもおられますが、今後、美幌

町の公営住宅の連帯保証人の人数について

どのようなお考えか、お伺いたします。

２項目め、祖父母手帳発行について。

祖父母手帳は、さいたま市が「子育て論

の違いから祖父母世代との間に問題が生

じ、何とかしたい」などの声と、また、子

育て世帯の核家族化から祖父母の手助けを

求める人や、どうすれば上手に祖父母の応

援を受けられるか悩んでいる人もいるので

はないかと手帳を企画し、実施したもので

す。

手帳は、一つ目、祖父母が孫育てするこ

とによる、孫・親・祖父母のメリット、二

つ目、祖父母と親の上手なつき合い方を紹

介、三つ目、子育ての新常識、昔と今の子

育ての違い、四つ目、子供の事故の注意点

をイラストを使って解説、五つ目、孫との

具体的な遊び方、六つ目、市内や近隣にあ

るお出かけスポットの紹介、七つ目、祖父

母が地域の子育てで期待されること、八つ

目、孫育てを支える相談窓口一覧がこの手

帳には盛り込まれてあります。

このように「子育てのやり方など、直

接、祖父母に言うと角が立つことも、手帳

を渡すことで間接的に自分たちの思いを伝

えられるのでよかった」と子育て世代の方
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からの声も寄せられているそうです。

以上の観点から、本町の祖父母手帳の取

り組みとしてはどのようにお考えか、お伺

いいたします。

以上、１回目の質問を終わらせていただ

きます。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 中嶋議員

の質問にお答えをいたしたいと思います。

初めに、美幌町公営住宅の連帯保証人の

人数について。

今後の公営住宅の連帯保証人の人数につ

いての考え方ですが、社会構造の変化や価

値観の多様化に伴い、人間関係が希薄にな

り、連帯保証人を依頼できる方が少なくな

ってきており、連帯保証人の確保に御苦労

されている方もいらっしゃいます。

一方、住宅使用料で滞納があった場合に

は、ほとんどの方が督促状発付後に納付し

ていただいておりますが、ごく一部の納付

がおくれがちな方には、連帯保証人から入

居者の方に対し支払い指導の御協力をいた

だき、滞納整理、滞納拡大防止などの成果

を上げております。

また、入居者が留守などで連絡がつかな

い場合で、直ちに住戸内に入らなければな

らない事案が発生した場合には、入室によ

るトラブルを未然に防止する観点から、２

名の連帯保証人のどちらかに連絡し、立会

していただき入室することとしておりま

す。

本町といたしましては、連帯保証人は債

務を負うばかりでなく、家族や知人などと

のきずなが、連帯保証人という立場で継続

されることにより、孤独化・孤立化を防ぐ

一助にもなっています。

このことから、公営住宅の適切な管理の

ためには重要な手続と認識しておりますの

で、御理解を賜りますようお願いをいたし

たいと思います。

次に、子育て支援について、祖父母手帳

の発行についてでありますが、ことし１

月、埼玉県さいたま市で全国初の祖父母手

帳が発行されました。これは、さいたま市

が政令指定都市の中で最も核家族が多い都

市と言われており、祖父母や親たちのさま

ざまな愛情に包まれて、子供たちに健やか

に成長してほしいという願いから生まれた

ものと聞いております。

また、祖父母が育児をしていたときに比

べ、情報が多く、育児方法が大きく変化し

ている中で、現在の育児方法を学び、父母

との関係を円滑にするとともに、地域にお

ける子育ての担い手となるきっかけとする

ため、作成したものとも言われておりま

す。

祖父母手帳の内容は、祖父母の孫育てや

祖父母と親との上手なつき合い方など、議

員が示したとおりであり、この手帳の利点

は、世代間の常識の違いを相互理解し、さ

らには、コミュニケーションをより円滑に

してくれる点と言われ、この手帳の役割と

して、シニア世代を地域の子育ての担い手

へ誘引することだと言われております。

平成２７年２月、町広報に特集記事とし

て、「おじいちゃんおばちゃんの子育て事

情」を掲載いたしましたが、子育ての強い

味方、祖父母力として実際に孫育てをして

いる祖父母の紹介をしたり、日赤看護大石

崎教授の話として、祖父母の役割や地域で

の子育てなどについて記載しているとお

り、子育てには、祖父母力が大きな存在と

なっております。

お尋ねの、本町の祖父母手帳の取り組み

はどのようにお考えかについてであります

が、現在のところ、この祖父母手帳を作成

する予定はありませんが、その内容は多く

の母親が悩むような問題にも的確にアドバ

イスをしていることから、就学前のお子さ

んを持つお父さん・お母さんが、安心して

子育てしていくことを手助けするために作

成した「びほろ子育てガイドブック」次期

改訂の際に掲載することや、町広報「たの

しく子育て」のページで紹介するなど、祖
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父母手帳の内容に限らず、広く子育てにつ

いて周知することを進めてまいりたいと考

えております。

豊かな人生経験を持つシニア世代に活躍

していただき、若い世代には子育て支援

を、シニアにはやりがいや充実感をもたら

す理想的な相互関係が図られるよう、子育

てを支える多くの関係者と連携を図りなが

ら子育て支援を進めてまいりたいと考えて

おりますので、御理解のほどをよろしくお

願いいたしたいと思います。

以上、答弁をさせていただきました。よ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○議長（大原 昇君） １２番中嶋すみ江

さん。

○１２番（中嶋すみ江君） それでは、１

項目めの美幌公営住宅の入居時の連帯保証

人の人数について再質問をさせていただき

ます。

公営住宅申し込みの担当の方も御存じの

ように、入居者が連帯保証人を２人確保す

るのに本当に苦労されている様子を見て、

道営住宅は連帯保証人が１人となっており

ましたので、美幌町も連帯保証人が１人と

いう条例改正はできないのかという思い

で、ほかの市町村の連帯保証人の人数はど

のようになっているのかを調べてみまし

た。その結果、北見・網走・紋別・遠軽・

斜里・津別など、オホーツク管内２１市町

村中１８市町村が条例で連帯保証人は１人

となっておりました。

そこで、お伺いたします。

美幌は２人の連帯保証人が必要な地域性

を持っているのであれば、お聞かせくださ

い。

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 中嶋議員

の質問にお答えいたします。

今お話がありましたとおり、管内の連帯

保証人の人数でございますが、私どもの調

べによりますと、管内１８市町村がござい

まして、そのうち、２名の連帯保証人を定

めているのは５つの町でございます。それ

から、１人というところが１３市町村でご

ざいます。

ということで、美幌町は２人を定めてお

りまして、美幌町は２人の連帯保証人を定

めてもらわなければだめな状況なのかとい

うことでございますが、先ほど答弁させて

いただいたとおり、連帯保証人という役割

は、入居者を日常的に支援するという立場

もございます。そういう意味で、私どもは

決して金銭的な補償だけでなくて、日常的

なかかわりを持っていただくことも含めて

２人を継続しているところでございます。

この辺について、どのように日常的につ

ながりを持てるのかという検証は難しい部

分がありますが、そういうようなつながり

が持てている状況の中では、もう少し継続

させていただきながら、地域の見守りだけ

ではなくて、連帯保証人という中で身近な

人の見守りを大事にしていきたいと考えて

おりますので、よろしくお願いいたしま

す。

○議長（大原 昇君） １２番中嶋すみ江

さん。

○１２番（中嶋すみ江君） 余り込み入っ

て意見を言いたくないので、今の点に関し

ては、行政の方の意見だということで受け

とめたいと思います。私はそういう考えで

はないので、１人にしたいという思いでお

ります。

次に、２点目の質問をさせていただきま

す。

連帯保証人を２人確保するのに本当に苦

慮されている現状は、行政も私もお互いに

承知しておりましたが、現実に保証人をど

うしても１人しかお願いできないというこ

とで、住みなれた美幌町から転居すること

にした方がいるそうです。このように、住

宅困窮者の方は２人の連帯保証人確保がで

きず、困った末、連帯保証人１人の市町村

を選択するしかなかったようであります。

このように困っている方に手を差し伸べる
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ことも必要と考えますが、いかがでしょう

か。

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 公営住宅

の役割の中に、収入の比較的低い方を対象

としているという目的もあります。また、

さまざまな面で民間の住宅になかなか手が

届かないという方も含めて、そういう役割

もございます。今、中嶋議員が言われたよ

うなことは、私たちは承知していない部分

もあるのですが、一般的な問題としては、

保証人を探すというのが大変な状況だとい

うことも理解しているところでございま

す。今後、保証人の関係について、私ども

ももう少し勉強しなければならない部分は

あると思いますので、そういうようなお話

にも真摯に耳を傾けていきたいと思ってお

ります。

この場所で方向性の話までできないです

が、先ほど申し上げましたとおり、保証人

という一つの重要な役割を担っていただい

ている部分がございますので、その辺を勘

案していきたいと思います。よろしくお願

いいたします。

○議長（大原 昇君） １２番中嶋すみ江

さん。

○１２番（中嶋すみ江君） ぜひ困った方

には手を差し伸べていただきたいと思いま

す。

３点目の質問をさせていただきます。

また、このような条例が制定されている

市町村もあります。それは「町長が、特別

の事情があると認める方に対しては、連帯

保証人の連署を必要としないこととするこ

とができる」また、道営住宅は「高齢であ

ることなどにより連帯保証人の確保が困難

であると認められる方は、連帯保証人免除

申請もできる」とあります。本町は、この

ような免除申請などの条例制定については

どのようにお考えか、お伺いたします。

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） ただいま

中嶋議員がお話ししたとおり、免除規定を

持っている市町村がございます。どうして

も保証人が立てられない場合、町長におい

て特に認めた場合ということで、そういう

形で申請をしていただきながら免除規定を

生かしている市町村もございます。そのよ

うなことも含めて、他の市町村の状況も研

究をさせてもらいたいと思います。

○議長（大原 昇君） １２番中嶋すみ江

さん。

○１２番（中嶋すみ江君） 研究を進めて

いただきまして、本当に困っている方をお

助けできる行政運営を一歩進めていただき

たいと願い、この質問は終了させていただ

きます。

次に、２項目めの祖父母手帳の発行につ

いて再質問させていただきます。

祖父母手帳を作成したさいたま市には、

祖父母手帳のことに対して全国から問い合

わせが寄せられているそうであります。

また、本年１月から１万部を作成し、希

望者に配付しておりますが、既に在庫不足

になり、３月中旬までに増刷を行うそうで

あります。

また、市のホームページからは、誰でも

印刷し利用できるようになっております。

私も、どのような冊子なのか見てみまし

た。

その内容は、特に私を含めたおばあちゃ

んが知りたい情報が詰まっておりました。

その内容の一部を紹介させていただきたい

と思います。

親世代とのおつき合いのコツということ

で、私たち祖父母が親世代とのおつき合い

ということで「まあ、いいか」の気持ちを

持つのがコツだという６０歳の方の声であ

ります。また、親世代を信頼して自分の考

えを押しつけない、これも６０代の方であ

ります。何かするときには親に聞いてから

行動する。本当にこの三つの言葉は、私に

とってもすごい含蓄のある言葉だと思って

おります。
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あと、今と昔と変わったということの紹

介ですけれども、抱くと抱きぐせがつくと

言われていたが、今はそうではなく、抱く

ことで人への信頼感が育つ、心の成長に大

切である、だから、抱きぐせは全然気にし

なくてもよいということも載っておりま

す。

また、虫歯の予防ということで、離乳食

を大人がかみ砕いた食べ物を子供に与え

る、また、はしやスプーンを共有する。私

の主人なのですけれども、孫が飴を食べた

いと、そのあめが大きいということで、口

の中に入れて歯で砕いて食べさせようとし

たときがあります。それは私が注意したの

ですけれども、虫歯菌がうつり、子供のむ

し歯につながっていくということも載って

おります。

また、おむつも早目に外したほうがいい

というのは昔の考え方です。私もそうでし

た。２歳になったら、子供もわかるので、

おむつを外さなくてはいけないものという

思いで、３人の子供は２歳で外しました。

でも、今はそうではないのです。大人の都

合ではなく、子供の体調や発育を見なが

ら、のんびり進めると。そういういろいろ

なことが載っておりまして、本当に昔とは

変わったことが多々載っている手帳だと私

も感心しました。この冊子を見ることによ

って、祖父母側として、昔と変わった子育

てを理解することができるようになってお

りました。

また、お嫁さんにとっても、今と昔の子

育て方法などが変わった孫育てを、お姑さ

んにこの冊子の手帳を通して理解してもら

うことができるなと思いました。やはり、

自分の口で直接言うということは、だんだ

ん亀裂のもとになっていくものでありま

す。これは私の経験からでもありますが、

まさしく、祖父母手帳の一つの利点は、世

代間の常識の違いをお互いに理解できるも

のであり、コミュニケーションを円滑にし

てくれると感じました。

また、私は、若いお母さんにこの冊子を

見てもらいました。そうしたら、「いいで

すね」という言葉が返ってきました。この

言葉は、祖父母には子育ての新常識を理解

してほしいとの思いと感じましたが、行政

の方はどのように思われるのか、お伺いい

たします。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 議員がおっし

ゃるとおり、私もインターネットから印刷

をさせていただきまして、中身を見させて

いただきました。大変いい中身だというよ

うに考えております。

現状におきましても、美幌町では、町広

報であるとか「びほろ子育てガイドブッ

ク」をつくっております。その中でいろい

ろなお知らせをしておりますので、今度、

その中に盛り込んでいきたいなと考えてお

ります。

ただ、子育てにつきましては、やはり、

保護者、祖父母が個々の家庭それぞれに応

じて話し合いの中で子育てをしていくこと

が一番いいことだと私どもは思っておりま

す。そしてまた、地域の皆さんがそこに参

加できれば一番いい子育てができるのでは

ないかと思っております。ぜひ、私どもが

発行しているものもごらんになっていただ

ければと思っております。

○議長（大原 昇君） １２番中嶋すみ江

さん。

○１２番（中嶋すみ江君） 私も「びほろ

子育てガイドブック」は何回か目を通して

おります。また、今回も再度目を通してみ

ました。そうしたら、目次は、子どもの発

達から始まり、支援と行政サービス、子ど

もの病気、子育て施設紹介、絵本を楽しも

う、ぽかぽか子育てカレンダー、ママの手

作りおやつ、ごみ分別について、美幌タウ

ンマップ、公園マップ、お父さんの育児８

か条、子どもの権利条約、子育電話帳が掲

載されておりました。親にとってはなくて

はならない冊子だと私は考えております。
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そして、今お話にありましたが、ガイド

ブックを新しく更新するということで、そ

のときに孫育て新常識を掲載してくれると

いうように私は受けとめたのですが、この

配付の方法だと思うのですけれども、先ほ

ど、若いお母さんにこの冊子を見せて感想

を聞いたら、「いいですね」の後に、「ど

のように渡すんですか」という言葉が返っ

てまいりました。ガイドブックが新しく改

訂版になったときには、どのような配付の

仕方を考えておられるのか、お伺いいたし

ます。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 特に全戸配付

ということは考えておりませんけれども、

広報等でお知らせして、希望の方にお渡し

するような形にしたいと考えております。

また、子育て支援センターがございますの

で、そちらのほうに来た方について御案内

申し上げるという形にしたいと考えており

ます。

○議長（大原 昇君） １２番中嶋すみ江

さん。

○１２番（中嶋すみ江君） それと同時

に、美幌町は基本的に新生児全戸訪問をや

っておりますが、その際に、これは母方だ

けに差し上げるのではなくて、祖父母のい

る方には聞いていただいて２冊差し上げて

いただきたいと思います。親と祖父母が一

緒に見るということはなかなか難しい面も

ありますので、ぜひ２冊配付していただけ

たらと思いますが、その点はいかがでしょ

うか。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 現在も、各種

健診のときにはお渡ししておりますので、

希望があればお渡しするような形にしたい

と考えております。

○議長（大原 昇君） １２番中嶋すみ江

さん。

○１２番（中嶋すみ江君） 祖父母の手に

渡るようにお願いしたいと思います。

次に、３点目の質問に入ります。

今回、日赤看護大学石崎教授のお話が再

び広報に出まして、私も読ませていただき

ました。そのお話の中に、昔は地域で子供

を育てていた風潮があり、温故知新という

ことで、古いものを求めて新しい事柄を知

る意味だそうですが、それが今必要だと思

います。そのためには、地域のお年寄り、

子供が集まるコミュニティが必要と言われ

ております。

さいたま市も、祖父母手帳の中に、祖父

母のメリットの一つとして、孫育てを通し

て地域の住民との交流がふえるとありま

す。さいたま市の支援政策課の課長補佐の

お話にも、自分の孫が大きくなったら、次

に地域の子育ての担い手になってもらい、

社会全体で子供を育てていく意識づくりを

進めていきたいと言われております。

この祖父母手帳発行の一つの思いは、日

赤看護大学石崎教授の地域のおじちゃんや

おばちゃんの役割は大切との考えと同じ方

向性を目指していると思いますが、いかが

でしょうか。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） まず、議員が

おっしゃるとおり、家庭での子育てサポー

トのあり方はそれぞれの家庭ごとに違いま

すので、どこまでできるかを話し合って子

育てをしていただくことが一番理想ではな

いかと思っております。そして、地域のさ

まざまな人々が協力できる、これが理想の

形と思っております。

私どもも、さまざまな情報発信をして、

そのような町になるように努めてまいりた

いと考えております。

○議長（大原 昇君） １２番中嶋すみ江

さん。

○１２番（中嶋すみ江君） シニア世代の

ほうは行政でぜひいろいろ検討して、よろ

しくお願いいたします。

その中で、その家庭、家庭で話し合って

決めるというのは、本当にそのとおりだと
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思います。しかし、嫁、姑という関係にな

りますと、なかなか難しい点もあります。

それを何でカバーするのか、そんな思いで

おりましたら、ちょうど祖父母手帳をさい

たま市が全国で初めて発行しました。本当

にすばらしいものなので、私たち美幌町と

してもひとつ研究していただいて、コミュ

ニケーションある家庭をつくっていただく

ための一つとして、ぜひ皆様もよいものを

つくっていただきたいと思います。少し厚

くなるのではないかと思いましたけれど

も、ガイドブックに掲載していただければ

本当にありがたいと思います。ぜひ、前に

一歩も二歩も進めていただきたいと思いま

す。

以上であります。

○議長（大原 昇君） 以上で、１２番中

嶋すみ江さんの一般質問を終わります。

暫時休憩をします。

再開は１０時４５分といたします。

午前１０時３３分 休憩

―――――――――――――――――――

午前１０時４５分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

一般質問を行います。

通告順に発言を許します。

９番坂田美栄子さん。

○９番（坂田美栄子君）〔登壇〕 私は、

福祉行政と教育行政の３点について通告し

てございますので、説明をしながら質問さ

せていただきます。

まず１点目ですが、障害者差別解消法に

ついて。

ことし４月には障害者差別解消法が施行

となり、学校教育・社会教育を初め、社会

のあらゆる分野に法律の効力が及ぶことと

なります。この法律に基づいて、国と自治

体には差別解消の取り組みが義務づけられ

ました。障害者及びその家族、その他の関

係者からの障害を理由とした差別に関する

相談に的確に応ずるとともに、紛争の防止

または解決を図ることができるよう、必要

な体制の整備を図ることとされています。

相談窓口を設ける必要がありますが、考

え方をお示しいただきたい。

また、学校教育で言えば、障害があるこ

とだけを理由に入学を拒むことは不当な差

別とされます。障害のある児童・生徒の受

け入れをめぐり、学校施設のバリアフリー

化、教育分野での対応が６割とも言われ、

相談体制の整備が必要とされています。今

後の考え方についてお示しいただきたいと

思います。

２点目の子供の発達障害の早期発見と対

応策についてでございます。

発達障害については、十分認識されてい

ると思いますが、脳機能の先天的な障害が

原因とされ、人の気持ちを読み取りにく

く、意思疎通が苦手な自閉症などの広汎性

発達障害、落ちつきがない注意欠陥・多動

性障害、読み書きに問題を抱える学習障害

などがあります。言葉を促すトレーニング

など、特性に合ったさまざまな治療を受け

ることで、学校生活や社会に適応しやすく

なります。

美幌町は、３歳児健診の後は小学校入学

半年前の健診が行われていますが、なるべ

く早く見つけることで、症状に応じた支援

や保護者の不安解消につながると考えます

が、５歳児健診の必要性についての考え方

をお示しいただきたい。

次に、学校教育の質問の１点目ですが、

ストレスチェック制度の義務化についてで

す。

２０１５年１２月１日より、メンタルヘ

ルス不調を未然に防ぐ目的で職場でのスト

レスチェックが義務化されました。

近年、経済環境が大きく変化し、仕事に

おいて求められる要求水準が高くなる中

で、仕事の量がふえ、質よりも困難になる

傾向があります。

厚生労働省の調査で、２００８年で鬱病

の患者が初めて１００万人を超えました。
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この鬱病患者数は増加傾向にあると言わ

れ、大きな問題となっています。

鬱病になる最大の原因はストレスです。

そして、そのストレスの多く発生するのが

職場です。職場でのストレスチェックを行

うことで、鬱病を初めとするメンタルヘル

ス不調を未然に防ごうというのがストレス

チェック制度の目的です。

ストレスチェック制度には問題点はあり

ますが、学校教育は児童生徒との人格的な

触れ合いを通じて行われるものであり、心

身ともに健康を維持して教育に携わること

ができるように期待をするものです。

今後、ストレスチェック制度の義務化に

ついての考え方を示しいただきたい。

以上、第１回目の質問を終わります。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 坂田議員

の質問にお答えを申し上げたいと思いま

す。

初めに、福祉行政について。

障害者差別解消法についてであります

が、教育行政については、後ほど教育委員

会から答弁をさせていただきたいと思いま

す。

近年、障害者の権利擁護に向けた取り組

みが国際的に進展し、平成１８年に国連に

おいて障害者の人権及び基本的自由の享受

を確保すること、並びに、障害者の固有の

尊厳の尊重を促進するための包括的かつ総

合的な国際条約である、障害者の権利に関

する条約が採択されました。

そこで、我が国においては、平成１９年

に権利条約に署名し、以来、国内法制度整

備の一環として、全ての国民が障害の有無

によって分け隔てられることなく、相互の

人格と個性を尊重し合いながら共生する社

会の実現に向け、障害を理由とする差別の

解消を推進することを目的に、平成２５年

６月、障害を理由とする差別の解消の推進

に関する法律、いわゆる障害者差別解消法

を制定し、本年４月１日より施行されるこ

ととなりました。

お尋ねの、相談窓口を設ける必要性の考

え方でありますが、本町における相談窓口

は、これまでも保健福祉グループ内に障害

福祉担当者を、美幌町地域包括支援センタ

ーには相談支援専門員を２名配置し、障害

福祉全般にわたる相談業務を担っている状

況にあります。

また、従来より法律に定められた身体及

び知的に係る障害者相談員を１名ずつ委嘱

した中で、地域における障害者からの相談

窓口として活動されているところでありま

す。

あわせて、障害を理由とする差別に関す

る相談や紛争の防止、解決の取り組みを進

めるため、国や地方公共団体の機関が、そ

れぞれの地域で障害者差別解消支援地域協

議会を組織できることとしており、本町に

おきましては、美幌町障害者自立支援協議

会がその役割を担うこととしたところであ

ります。

このように、本町におきましては、障害

者差別解消法の設置目的である、障害のあ

る方への差別をなくすことで、障害のある

方もない方もともに生きる社会をつくるた

め、引き続き障害福祉政策を進めてまいり

ますので、御理解を賜ります。

続いて、学校教育におきましては、教育

基本法第４条第２項や障害者基本法第１６

条第１項の規定により、従来から障害のあ

る子供への支援のため、個々の障害の状況

や一人一人の教育的なニーズに応じた特別

支援教育の推進として、障害の状況に応じ

た学級編制や施設・備品の整備を初め、介

助員の配置、個別の教育支援計画の作成な

どを行い、少人数の学級の特性を生かしな

がら、個々の児童・生徒の障害の状況など

に応じ、効果的な個別の指導を通じて特別

支援教育の充実に努めております。

あわせて、幼児教育段階から小学校入学

時点において、幼児及び児童の障害の状況

を把握し、適切な支援を行うことが重要で
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あることから、教員委員会・民生部・私立

幼稚園や認定こども園・保育園・医療機関

などが連携を図りながら適切な就学相談を

実施し、円滑な就学に向けた対応を行って

おります。

なお、学校においては、引き続き、特別

支援コーディネーターを中心に、特別支援

教育に関する校内委員会による全校的な支

援体制を確立し、障害のある、または、そ

の可能性があり、特別な支援を必要として

いる児童・生徒の支援方策の検討や相談体

制を充実してまいります。

次に、子供の発達障害の早期発見と対応

策についてでありますが、美幌町において

は、幼児期前半では気づきが難しいとされ

る軽度の発達障害を早期に発見し、療育が

開始できるよう支援すること及び子供にと

って適切な就学ができることを目的とし

て、管内に先駆けて平成２０年度から５歳

児相談を実施しております。

内容としては、主に４歳から５歳の年中

児を対象に、全ての保護者に個別通知を行

い、子供の行動や生活において、かんしゃ

くを起こしやすい、こだわりが強い、落ち

つきがないなどの困りごとや気になってい

ることについて問診を実施し、発達課題を

保護者にも確認いただきながら、保護者の

悩みに対応した相談を行っております。

相談を希望する保護者については、その

家庭を保健師が訪問して状況を確認した

後、対象児の集団における状況確認のた

め、療育病院の作業療法士と保健師により

幼稚園・保育園などを訪問し、子供一人一

人の発達状態を細かく把握した上で、作業

療法士などによる個別相談を実施しており

ます。

さらに、相談終了後には、作業療法士か

ら、子供が所属する幼稚園の教諭、保育園

などの保育士や保健師に、子供の特徴や園

での対応方法などの説明を行い、支援の方

向性について関係者全員で確認し、子供や

家族への支援方法の検討を行っておりま

す。

また、就学前には、子ども発達支援セン

ターなどにつながった経過や子供の集団生

活の様子などの情報を共有し、就学に向け

て支援の方向性を再確認しております。

５歳児相談の最大の目標は、保護者が子

供の発達障害に気づき、理解することであ

り、保護者の受け入れがよい場合には、子

ども発達支援センターなどにつなげること

が可能ですが、気づいてない場合や納得し

ていない状況も少なからずあり、理解に至

るまで時間をかけて、保護者の気持ちに寄

り添いながら、次につながる支援を継続す

ることも重要と考えております。

就学までの一、二年間で幼稚園や保育

園、保育所での丁寧な指導や、子ども発達

支援センターや美幌療育病院などで療育を

受けることにより、子供に成長が見られる

ケースも多くあり、さらには、５歳児相談

での指導を通じて、保護者が子供を理解

し、余裕を持って適切な就学先を選択でき

ることにもつながっております。

このほかにも、美幌町では、１歳６カ月

児健診、３歳児健診、乳幼児相談などにお

いて、保健師が子供の発達状態を確認する

とともに、１歳６カ月児健診においては、

平成２４年度より、自閉症や広汎性発達障

害のスクリーニングとしてのＭ－ＣＨＡＴ

（エムチャット）の実施、１歳６カ月健診

で発達におくれのある未就園児や養育支援

が必要な保護者を対象に、保護者が子供の

発達の特徴を理解し、適切なかかわり方を

学ぶことで安心して育児ができることを目

的とした発達支援教室の開催、北海道が実

施する北見児童相談所移動総合相談や、北

海道立特別支援教育センターが実施する巡

回教育相談のほか、子ども発達支援センタ

ー、幼児ことばの教室、子育て支援センタ

ーなど、さまざまな関係機関が随時相談を

受けております。

これらの事業が目指すものは、単に障害

の有無を見つけることではなく、子供の発
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達上のつまずきを早期に発見し、子供や保

護者への支援を開始し、継続して支援する

ことで、不登校やいじめ、引きこもりなど

の二次障害を引き起こすことなく、子供が

自己肯定感を持ち、その子なりの個性・能

力を発揮し、楽しい学校生活を送ること、

また、将来は幸福で豊かな社会生活を送る

ことにあります。

今後も、関係機関と連携を図りながら、

継続する支援体制づくりの推進に尽力して

まいります。

以上、答弁をさせていただきました。よ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○議長（大原 昇君） 教育長。

○教育長（平野浩司君）〔登壇〕 坂田議

員の御質問に答弁いたします。

ストレスチェック制度の義務化について

でありますが、教育委員会では、これまで

も学校職員に対するメンタルヘルス研修等

への参加促進や道教委による道立学校職員

等のメンタルヘルス計画を周知するなど、

各学校に職場改善を促すとともに、学校職

員の心の健康の保持・増進に努めてきてい

るところです。

今回のストレスチェック制度につきまし

ては、労働安全衛生法の改正により、労働

者が５０人以上いる事業所では、平成２７

年１２月から、毎年１回実施することが義

務づけられたものであり、道教委において

は、高校などの道立学校の職員を対象とし

て、平成２８年度から毎年度、厚生労働省

が作成した職業性ストレス簡易調査票によ

り実施することとしており、高ストレスと

判断された職員については、その職員の申

し出により医師の面接指導を行うととも

に、学校ごとに調査票を通知し、管理職や

同僚からの支援体制の充実を図るなど、職

場環境の改善に向けた取り組みを促すこと

とされております。

教育委員会といたしましても、学校職員

のメンタルヘルスの未然防止と心の健康の

保持・増進、職場環境の改善等は、子供た

ちの教育環境の充実に直結するものであ

り、重要な取り組みであると考えますの

で、道教委の実施状況や町職員の実施体制

を参考にしながら、ストレスチェック制度

の実施に向けて検討してまいります。

以上、御答弁させていただきましたの

で、よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 答弁いただきま

したので、２回目の質問をさせていただき

ます。

まず最初に、障害者差別解消法について

再度質問させていただきますが、日本で

も、障害のない人と一緒に勉強したり、働

いたり、文化活動に参加するといった社会

参加が大分進んでまいりました。しかし、

まだ障害者の社会参加を防ぐ障壁、バリア

があり、障害者や家族、関係者がやめてし

まう場合がまだまだあります。

千葉県を初め、北海道・岩手県・熊本

県・さいたま市・八王子市・長野県などで

は、障害者の権利に関する条例ができてお

り、障害を理由にした差別は禁止されてお

ります。誰もが差別はいけないことと思っ

ていますけれども、残念ながら、差別と思

われることは現実にはたくさん起きていま

す。そして、その多くがきちんと解決され

ずに、結果的には障害のない人との平等な

機会などが奪われているのが現状ではない

でしょうか。

差別解消法については、３月の広報誌に

も掲載されておりますけれども、これだけ

では不十分ではないかと思います。関心の

ある方はきっと目を通していると思うので

すけれども、なかなか見づらい状況ではな

いかと思っています。

町として、今までも障害者に対しての取

り組みをしっかりされているということは

十分理解しております。この法律が２８年

４月から施行になりますので、やはり、も

っと広く知っていただく方法を考えたほう
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がいいのではないでしょうか。情報が足り

ないと思いますが、その点についてはいか

がでしょうか。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 議員がおっし

ゃるとおり、障害者のさまざまな支援につ

いては、障害者総合支援法ができたときか

ら、不十分かもしれませんけれども、一歩

一歩進めているということでございます。

障害者支援計画をつくった中でもアンケ

ートをとっております。そのアンケートの

中でも、やはり不当な差別的な取り扱いな

のか、それとも、施設など物理的なことで

難しい問題もございますが、例えば物理的

というのは、段差の解消であったり、エレ

ベーターがなかったり、コンビニに行くと

きに車椅子で入れないとか、アンケートの

中でもそういうような不自由さを述べてい

る方もおられます。やはり、障害があって

もなくても、全ての人が不自由なくそうい

うところに出入りできるということが一番

の目標であると思っています。特に、民間

事業者にも御理解をいただきながら、いろ

いろと物理的なものを含めて、私どもも取

り組んでいかなければならないと考えてお

ります。

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 町の施策として

は、多分、いろいろなところに気を配って

いただいて、解消に向かってはいると思い

ます。例えば、バリアフリーの段差を解消

したり、トイレも車椅子で利用したりする

ことができているという状況はよく理解し

ています。ただ、町の中には、行政だけで

なく、一般企業もたくさんあって、そこを

利用したい人たちもいるのですが、現実に

は、障害を持っていても利用したいという

ところで、なかなか難しいことがたくさん

あると思うのです。やはり、企業の人たち

にも協力をしていただくために、行政側が

働きかけをしていかなければ、なかなか解

消していかないというように思っていま

す。一遍に全部やってほしいとは思いませ

んけれども、やはり、効果が出る方法で取

り組んでいただきたいと思っています。

今、年齢的に比較的若く見える人たち

も、買い物に行ったりするときも車椅子を

利用したり、都会でよく見かけるのです

が、バスの乗りおりも車椅子で乗りおりし

たりしているのをよく見かけます。美幌も

せっかくワンコインバスが走っているので

すけれども、そのワンコインバスもまだバ

リアフリーになっていないところがあっ

て、できれば車椅子で買い物できるように

なると、もっと町民の人たちは安心して買

い物にも行ける状況がつくれるのかと思い

ますので、そこら辺のことも考えていただ

いて、取り組んでいただきたいというか、

やはり行政側から働きかけをしていただき

たい。

というのは、経費は多分向こう持ちにな

ると思いますので、町としてどの程度の補

助ができるのか、そこら辺のことまで詰め

ていくのが仕事ではないかと思います。そ

こら辺のことも含めて今後取り組んでいた

だければと思いますので、考えていただき

たいと思います。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 御指摘のように、

さまざまな取り組みをしなければ、ともに

生きる社会をつくるということはなかなか

難しいと思いますので、総合的に全部を押

し上げていくということをしっかり考えな

がら取り組んでいきたいと思っておりま

す。

ハンディキャップを持っている方も持っ

ていない人も、ともにこの社会で生きてい

くということが、なぜこのように差別があ

ったりして難しいかというと、やはり、ハ

ンディキャップのない人たちの心の奥底に

問題があるのだろうと思っております。そ

こに訴えかけるような取り組みもしっかり

していかなければ、その心の奥底にある気
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持ちからハンディを持っておられる方に対

する行動としてあらわれるのだろうと思っ

ておりますので、そういった取り組みもし

ていかなければいけないと思います。ま

た、法律をつくる、あるいは条例をつくる

ということも極めて重要でありますし、ハ

ンディキャップを持っている方が社会生活

する上でのバリアフリー化もしっかりしな

ければいけないと思っております。

今、御質問の中にワンコインバスの話も

ありまして、全部を一遍にというのはなか

なか難しいのですけれども、美幌町で言え

ば、オストメイト対応の取り組みもしっか

りしておりますし、牛歩の歩みと御指摘さ

れればそのとおりかもしれませんが、徐々

にであっても、しっかりと歩みだけはとめ

ないように今後も続けてまいりたいと考え

ております。

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 今、町長がおっ

しゃられたように、全てをすぐに解決でき

る問題ではないと思いますが、障害を持た

れた町民の方にとって、一つでも解消でき

るものがあるとすれば、やはり美幌の街に

住んでいてよかったと実感していただける

ものが生まれてくるだろうと思いますの

で、そこら辺のことを考えていただければ

と思います。

条例とか規約とかいろいろつくったとし

ても、それが現実に生かされないと何にも

ならないという思いを持っておりますの

で、できれば本当に障害者の人が実感でき

るものをきちっと取り組んでいただきたい

と思います。

教育長にお尋ねしたいのですが、学校教

育において、個々の障害の状況や一人一人

の教育的なニーズに応じた特別支援教育に

関しては、早くから取り組まれているので

十分理解しています。介助員をつけたり支

援員を配置したりという意味は十分理解し

ていますが、この法律ができたばかりに、

先ほども申しましたけれども、学校施設の

バリアフリー化とか、特別支援員の教育の

研修などを充実させてほしいとか、それか

ら、例えば、修学旅行時の支援員の随行と

か同行という問題も今後出てくるのではな

いかと思いますので、そこら辺のことも少

し気にしながら、どんな解決方法があるの

かという意味では検討していただけたらい

いのではないかと思います。

特に、全体的な障害については保健福祉

グループで対応できるのですが、例えば、

今のように学校に関するものであれば、民

生グループの相談窓口ではいかがなものか

と思います。それに関しては、やはり教育

関係の窓口も今後必要になってくるのでは

ないかと想像いたしますので、そこら辺の

ことも今後検討する余地があるのではない

かと思いますが、そのことについてはいか

がでしょうか。

○議長（大原 昇君） 教育長。

○教育長（平野浩司君） 今回、法律の関

係で、国も特に文部科学省所管事業分野に

おける対応の仕方ということで、教育に関

していろいろな指針等も示しております。

その中で、議員御質問の学校教育とか社会

教育等において云々という話を先ほどして

いただいた中で、当然、学校分野における

対応の仕方もきちんと示されております。

そういうことも踏まえて、今まで美幌町

としてみれば、民生部も含めて私どもも連

携をとりながらきちんと対応させていただ

いていますし、特別支援の教育に対しても

可能な限り努力しているつもりであります

けれども、今、議員から御意見をいただい

た相談業務についても、民生ということで

はなくて、きちんと教育委員会、実際には

学校教育の担当のほうで今も相談も受けて

いますし、より充実するように、いろいろ

なことを学びながら、きちんと対応できる

よう努力していきたいというふうに考えて

おります。

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ
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ん。

○９番（坂田美栄子君） やはり、教育に

関しても、これからどのような姿勢が必要

なのかという意味ではいろいろ出てくるの

だろうと思いますので、出てきた問題に対

しては合理的な配慮ということが今度は求

められていくだろうと思いますので、しっ

かり取り組んでいただきたいという思いを

述べて、この質問は終わります。

次の質問に入ります。

次は、発達障害の早期発見の対応策につ

いてですが、先ほど町長から答弁をいただ

きましたように、具体的な取り組み内容に

ついては私も理解しているところですが、

美幌町としては本当によく取り組んでいる

というように感じています。ただ、出生率

の低下にもかかわらず、子供の発達障害は

全国的に増加傾向にあるということが非常

に残念なことだと思っています。

道内でも、発達障害を早期発見というこ

とで、必要な支援対策、必要な環境をつく

れば子供の才能を十分生かした教育ができ

るという思いで早期発見の重要性を訴えて

いるところでございます。

そのために、５歳児健診が必要ではない

かという思いで今回は質問させていただい

たのですけれども、美幌町の取り組みとし

ては、５歳児健診ではなくて、５歳児相談

ということで平成２０年度から取り組まれ

ておりますので、成果は上げられているの

かと感じているところでございます。た

だ、集団健診のよさもあります。

いずれにしても、早期発見につながると

いうことであれば、どちらがいいのか、最

大の効果を生む方法を考えて取り組んでい

くことが必要なのかと思っています。

この時期に適切な支援が受けられない

と、就学後の学習面や生活面にさまざまな

困難を抱えることが多くなりますので、情

緒不安や適応行動の二次障害が起きてしま

うこともございます。この問題に不安や悩

みを抱えているのが保護者でございますの

で、少しでも不安を取り除いて、安心した

子育てができる対策が必要と考えていま

す。

新聞等で私も見せていただきましたけれ

ども、北見市では３年前から５歳児健診を

実施しているということですけれども、

６％前後しか受診率がないという意味で

は、相当低い実施率だと感じています。道

としても、今、発達障害を持って生まれて

くる子供たちが増加している状況があるの

で、ぜひ各自治体でさまざまな取り組みを

してほしいという思いでつながっていると

思っていますので、そこら辺のところを、

どちらがいいのか、どちらが親としては安

心して受けられるかということを検討した

上で取り組んでいただきたいと思います。

私は５歳児健診と言いましたけれども、そ

このところは、親にとって、子供にとっ

て、どちらの方法がいいのかということも

含めて検討していただければと思います。

今、町長から答弁をいただいたように、

見つけるだけではなくて、さまざまな団体

との連携をつくりながら、今、保育園・幼

稚園で訓練をしながら経過を見ているとい

うことでございますので、そういった意味

では、今後、もう少し力を入れて、解消で

きるところまではいきませんが、いい支援

体制を確立していただきたいと思っており

ますが、それに対する御答弁があればお願

いしたいと思います。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 昔といいます

か、私の時代には発達障害という言葉はご

ざいませんでした。今はそういうことが対

応できるようになった、わかるようになっ

たということでございます。

発達障害が早期に発見できる体制という

のは、私どもの５歳児相談の中で整ってい

ると考えております。

保護者、特に親にとっては、自分の子供

に障害という言葉が当てはまるということ

に対しては相当のショック、抵抗感がござ
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います。やはり、発達の課題については、

保護者の方々に理解してもらうということ

が一番重要でございます。私どもは丁寧に

説明をした中でも、やはり一方的と捉えら

れて御理解いただけない場合もございま

す。でも、私どもは、時間をかけて、関係

機関と連携しながら、子供さんにとって最

もよい方法を探しながら今後も対応した

い、そしてまた、保護者にも提案をしなが

ら丁寧に進めていきたいと考えておりま

す。

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 発達障害につい

ては、本当は事前に防げる方法があると一

番いいのですが、今のところ解明されてい

ないということですので、やはり早期に発

見して早期対応ということしかないと思い

ますので、引き続き頑張っていただきたい

と思います。

次に、ストレスチェックについて再度質

問をさせていただきます。

ストレスチェック制度の義務化について

質問させていただきます。

ストレスは、大多数の教職員はほとんど

自分なりの解消ができていますが、解消で

きていない割合も教職員全体で約１３％、

その中には、鬱病に関しての知識が少な

く、生活に支障が出ないと本人も周りも気

づかない状況があります。休職する職員の

３分の２が、病気休職の直前になるまで受

診していないのが現状にあります。

学校においては、教職員が心身ともに健

康を保持し、教育活動に専念するための基

盤である労働安全衛生管理が必ずしも十分

に実施されていない状況ではないかと思い

ますが、その点についてはいかがでしょう

か。

基盤となる体制の整備を図ることはもち

ろんですが、実効性のある取り組みにつな

げていくことが急務ではないかと考えてい

ます。このことについて、もし考え方があ

ればお聞かせいただきたいと思います。

○議長（大原 昇君） 教育長。

○教育長（平野浩司君） ストレスの対応

ということについて、私もいろいろ勉強さ

せていただきました。教職員のメンタルヘ

ルスについては、国の資料等を見せていた

だくと、この１０年の中で精神疾患になる

方が２倍にふえております。今、坂田議員

からデータ的な話をいただきました。そし

て、実効性のあるという中で具体的にどう

いうことかというお尋ねでありますけれど

も、今質問があった内容も含めて、一歩一

歩進めて、少しでも先生方の負担を軽減す

る方策を進めていかなければならないと思

っていますけれども、これが有効だとか、

具体的にこれこれと答弁するだけのアイデ

アというか知恵は持っておりません。

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 健康診断時にス

トレスチェックを行うとか、問題を抱える

対象者に精神科医、事業場ごとに選任され

た医師が面談を行い、個人情報保護を配慮

した上でストレスチェックを活用するとと

もに、保健師・臨床心理士などを活用した

相談体制を整えることなどが挙げられると

思います。十分な事後的措置を用意するこ

とも考える必要があるのではないかと思い

ます。

特に、校内のメンタルヘルスを行うキー

パーソンである校長自身の精神的負担も大

きいことから、例えばですが、教育委員会

が校長に対して、必要に応じて、ＬＩＮＥ

などを使ってでもケアを行うことが支援す

ることにつながるのではないかと思います

が、その点についてはいかがでしょうか。

○議長（大原 昇君） 教育長。

○教育長（平野浩司君） 今のお話でいろ

いろ教えていただいた部分については、今

回、ストレスチェック制度が義務化になり

ました。その中でいけば、人数という一つ

の縛りがあって、５０人を超えるところは
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義務化という話であります。今回、答弁書

を書かせていただいて、内部でもいろいろ

協議した中においては、この実施に向けて

検討したいという部分を書かせていただき

ましたけれども、私としては、それを実施

していきたいと。

学校という事業体から見れば、一番小さ

い学校は事務生も入れて大体２０人ちょっ

とぐらいです。それから、一番多い美小で

は４０人ぐらいです。ただ、美幌町と見た

場合、全体で１４０人前後なのです。それ

は、町としての組織として見るべきだと私

は判断しております。

そういった中でいけば、それぞれの学校

ということではなくて、当然、先生方は美

幌町の職員として、一緒に健康管理をして

いかなければいけない部分においては、教

育委員会としても、それぞれの先生方に対

して、このような制度をきちんと当てはめ

ていきたいと思いますし、今、坂田議員が

おっしゃられた点は、その制度に基づいて

きちんとしていきたいと考えております。

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 今、教育長がお

っしゃられたように、この制度は５０人以

上の規模ということでありますけれども、

教育にかかわるというところで一番ストレ

スを感じられるのは、この間の資料を見る

と、やはり校長です。職員というのは、校

長と同僚によってストレスを感じるという

ことと、私が違うのかと思っていた父兄、

子供指導についてはそれほどストレスは感

じていないようです。一番感じられるの

は、校長であったり同僚であったりという

ことでありますので、やはり、きちんとし

た形で働いてほしいという思いと、これ

は、児童生徒に対する影響だけでなくて、

教職員自身にとっても極めて重要な問題で

はないかと思います。意欲的に取り組みと

かやりがいを持って教育活動を行うことが

最大の目的でありますので、私とすれば、

やはり、ストレスチェック制度の義務化と

いうところで、今後の取り組みに期待をし

ていきたいという思いで今回は質問させて

いただいておりますので、期待をしていき

たいと思います。

以上で質問を終わります。

○議長（大原 昇君） 教育長。

○教育長（平野浩司君） 先生方は非常に

ストレスがたまるというお話をいただきま

した。たまたま私が調べた文科省の教職員

のメンタルヘルスに関する調査のデータで

は、先ほど議員は、上司・同僚に対するス

トレスが結構多いという認識を言われまし

たけれども、年齢とともに上司や同僚に対

するストレスは高まってはいるのですが、

やはり、ふだん接する子供たちに対する指

導とか保護者対応に対して、今、先生方が

かなり大変になってきているという具体的

なデータにはなってきていると感じており

ます。

ですから、職場環境は大事なことであり

ますけれども、生徒や保護者に対して先生

方が余りストレスを持たないできちんと指

導できるような体制を、学校長も含めた管

理職と教育委員会もきちんと考えていきた

いと思っております。

今回質問のあった制度の適用について

は、何とか実施するように進めてまいりた

いと思っております。

○議長（大原 昇君） 以上で、９番坂田

美栄子さんの一般質問を終わります。

暫時休憩をします。

再開は１３時００分といたします。

午前１１時３７分 休憩

―――――――――――――――――――

午後 １時００分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

一般質問を行います。

通告順により発言を許します。

５番稲垣淳一さん。

○５番（稲垣淳一君）〔登壇〕 それで
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は、通告に従いまして一般質問をさせてい

ただきます。２点でございます。

河川整備について。

昨今の大雨による自然災害が急増してい

る中、網走川・美幌川ほかの河川について

の河川整備や治水対策の現状と今後の対応

についてお考えをお示しください。

２点目は、東京電波美幌工場の再利用に

ついてであります。

災害が少ないと言われる当町において

も、昨年１０月の大雨台風には数多くの町

民がその被害をこうむりました。美幌川に

おいては、氾濫水域に達しようかという危

機を味わい、近隣住民の多くが、恐怖と、

またもや我が地域が被害に遭ったという悔

しさでいっぱいだったことは言うに及びま

せん。

さて、質問の河川整備についてでありま

すが、しゅんせつ、いわゆる河川などの水

深を確保するため、水底をさらって堆積し

た土砂などを取り除くこととありますよう

に、河川の堆積物がたまりにたまって水位

を上げ、さらには、水流を弱らせてしまう

ことが大きな要因になっているのではない

かと考えます。

網走川や美幌川などの河川整備や治水対

策の現状と、今後の対応についてのお考え

をお示しください。

二つ目、東京電波美幌工場再利用につい

てであります。

昨年閉鎖されました、東京電波美幌工場

の再利用について、どのような検討が行わ

れ現在に至っているのか、経緯をお示しく

ださい。

長年にわたり、多くの雇用と経済効果を

もたらした東京電波美幌工場が昨年閉鎖さ

れました。聞き及ぶところによると、現

在、工場と土地を美幌町に無償で譲渡する

旨の申し出がありましたが、庁舎内におい

ての検討会では、現状での利用方法が見出

せないので、先方の負担での解体で更地に

して、寄附を受けるとする内容で推移して

いると一部新聞報道にありました。

工場の跡地利用を含めてどのような話し

合いが持たれたのか、ほかの団体と協議を

持ったのか、全くもって再利用の可能性が

ないのか等の経緯をお示しください。以上

でございます。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 〔登壇〕 稲垣議

員の質問にお答えを申し上げます。

初めに、河川整備について。

昨今の大雨による自然災害が急増してい

る中、網走川・美幌川ほかの河川について

の河川整備や治水対策の現状と今後の対応

についてでありますが、河川は、かんがい

用水・飲料水・工業用水の供給源であると

同時に、雨水の排水路となっており、ま

た、洪水時には氾濫により、大きな災害を

もたらすなど、国民の社会経済生活に極め

て密接かつ重要な社会資本であります。

このことから、河川の区分に応じ、国・

道・市町村が河川管理者となり、維持管

理・整備が行われているところであります

が、本町においては、昨年１０月の大雨に

より床下浸水が発生するなど、その対策が

防災上の大きな課題となっております。

御質問の網走川や美幌川の河川整備や治

水対策の現状と今後の対応についてであり

ますが、河川管理者の責任において取り組

まれていることから、町として個別の整備

計画を御説明することはできませんが、各

樋門への釜場の設置や大雨時の排水ポンプ

車の配置などにおいて、支援をいただいて

いるところであります。

町では、大雨時の浸水防止対策を防災上

の最重要課題と位置づけており、町の取り

組みにあわせて、河川管理者であります網

走開発建設部北見河川事務所と引き続き協

議を進めてまいります。

次に、美幌町が管理している普通河川の

状況についてでありますが、河川数で５７

河川、総延長で２７０．７キロメートルと

なっております。その多くが山林の中を流



－ 71－

れていますが、耕作地を流れる河川につい

ては、河床に堆積した土砂や雑草が流れを

阻害する原因となることから、しゅんせつ

や草刈りなどの管理を必要とする箇所があ

ります。

町では、河川に隣接する地先の耕作者や

地域の方との協力や連携を図りながら適切

な維持管理に努めているところであります

ので、御理解いただきますようお願いをい

たしたいと思います。

次に、東京電波美幌工場再利用につい

て。

昨年閉鎖された東京電波美幌工場の再利

用について、どのような検討が行われ現在

に至っているのか経緯をお示しくださいに

ついてでありますが、東京電波美幌工場に

関しましては、平成２７年５月に閉鎖に関

する報道発表があり、同年９月に「美幌工

場」の建物及び土地の譲渡に関する申し出

があったところであります。

その後、同年１０月に関係部局職員らと

ともに、建物内部及び工場敷地の現地視察

を行い、数回にわたり庁内において利活用

の検討を行ったところでありますが、建物

の規模の大きさや内部の構造上などから、

建物の利活用については困難であるとの判

断に至ったところであります。

また、建物の再利用に当たり、他の団体

と協議を行った経緯はありませんが、先

日、地元自治会より、建物の一部を残した

上で、集会室としての利活用の検討につい

て要請があり、東京電波にも伝えたところ

であります。

こうした状況を踏まえ、建物の再利用に

関しましては、自治会集会室機能としての

利活用については検討いたしますが、東京

電波で進めている建物の解体スケジュール

の関係上、時間的制約があることから、そ

の他の用途としての再利用は難しいと判断

しております。

いずれにいたしましても、東京電波美幌

工場の跡地利用に関しましては、将来的に

有益でかつ有効な利活用のあり方を見据

え、総合的な観点から判断してまいりたい

と考えておりますので、御理解のほどをよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

以上、答弁させていただきました。よろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） まず、河川整備の

関係で質問させていただきますが、私の今

回の質問の思いは、とにかく昨年からの大

雨等々による災害をいかに減らすか、防ぐ

か、そういう観点からこういう質問をさせ

ていただいた経緯がございます。

もちろん、網走川・美幌川という一級河

川は、管理者が美幌町ではないというのは

私も重々承知でありますが、やはり、その

流域にいる我々住民といたしましては、い

ろいろな不便といいますか、危険なものは

一つでも多く排除したいというのが我々住

民の思いであります。

特に、網走川に流入しております豊幌川

とか栄森川の普通河川については、美幌町

の管轄の範囲ということで言えば、平成１

２年から１５年ごろでしたか、農地防災事

業がございまして、そこに沈砂池をつくっ

た経緯があると認識しておりますが、沈砂

池の数は何カ所ぐらいありましたでしょう

か。

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） ただいま

の質問にお答えいたします。

沈砂池を設けておりますのは、町内普通

河川で４河川、６カ所でございます。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） 沈砂池の必要性と

いうのは、堆積物を下流に流さないための

施設と理解しておりますけれども、美幌町

の地域防災計画に水防の中で記してありま

すが、常時監視と非常時監視と２点で、町

ではいろいろと管理されているように記載
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されておりますが、網走川・美幌川・魚無

川につきましては、それぞれのグループで

管理をされているというところです。ほか

の普通河川につきましても、パトロールと

いいますか、危険箇所のチェックはどのよ

うな体制になっているのでしょうか。

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 普通河川

の大雨時の監視でございますが、先ほど御

答弁させていただきましたとおり、普通河

川の数は５７河川でございます。また、こ

こに記載のとおり、山林の中を流れている

ということで、主に防災上の監視対象とな

るのは畑地・耕作地を流れている普通河

川、また、市街地に近い普通河川でござい

ます。

その監視は、通常、道路から見える範囲

は道路のパトロールで行いますが、畑の近

くについては、その地先の方から御連絡を

いただくということが多くなっておりまし

て、通常の監視体制としては、道路から近

いところ、また、過去に被害履歴のある箇

所、それらを重点的に確認することになっ

ております。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） その地先にいらっ

しゃる方からの連絡を受けて回ると。であ

れば、通常はそういう方たちに協力をお願

いして監視体制をしいていると理解してよ

ろしいですね。

その沈砂池でございますが、自然のもの

ですから、自然の天候の中で大小いろいろ

な堆積物がそれぞれ、時期が早まったり、

ゆっくりとたまるものとかいろいろあると

思うのですが、計画的にはその沈砂池のし

ゅんせつはどのようなサイクルでやるとい

う計画はございますか。

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。

○施設管理主幹（小西 順君） 沈砂池で

すが、現在、ＪＡびほろで育苗ポット用種

苗土として毎年利用するということで、し

ゅんせつにつきましては、網走漁協との調

整により、１１月末から１２月に実施して

おります。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君）ＪＡびほろの育苗、

それはしゅんせつ土を使う関係と理解しま

す。あと、網走漁協からは、１１月から１

２月だったらしゅんせつしても構わないと

いうことなのですね。

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。

○施設管理主幹（小西 順君） サケの遡

上が完了する時期に合わせてやってほしい

ということで調整しております。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） 網走漁港はサケの

遡上に関連して配慮してほしいということ

で、１１月から１２月の間であればしゅん

せつは構わないということでありますね。

そうすると、沈砂池の６カ所でしたか、

それらについては完成してからどれぐらい

の頻度でやっていらっしゃいますか。

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。

○施設管理主幹（小西 順君） 平成２６

年から今年度を含めまして２回実施してお

ります。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） ２回というのは、

２カ所と理解すればよろしいですか。

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。

○施設管理主幹（小西 順君） ６カ所の

うち５カ所実施しております。１カ所につ

きましては、ＪＡの土壌診断により使用が

できないということで、６カ所のうち５カ

所のしゅんせつを実施して、育苗のポット

に再利用させていただいています。

毎年１回、育苗ポットの使用ということ

で、２，０００立米以上の利用をＪＡのほ

うでしたいということでありまして、その

分の土量を確保するということで毎年１回



－ 73－

実施しております。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） 私がこだわって聞

いているしゅんせつの思いは、堆積物を減

らすということで、多少の雨でも網走川・

美幌川の水位をいかに上げないようにする

か。もちろん、そういう目的で沈砂池をつ

くっていらっしゃると思うのですが、それ

に対して効果は十分に上がっているのか。

もちろん、水位が上がらないため堆積物

をとるというしゅんせつ工事は、今、ポッ

トを使うという２次目的があるのはわかる

のですが、水位が余り上がらないようにす

るための施策としては功を奏しているとい

うふうに理解してよろしいですか。

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 沈砂池の

しゅんせつについては、堆積を取り取り除

くということもあります。

また、沈砂池のほかに、普通河川で畑地

を流れている河川の土砂上げも含めて行い

ながら、沈砂池とあわせて普通河川の流れ

をよくする、要するに、土砂を一級河川に

流さないような努力は定期的に行うという

ことでございます。

また、その状況によって行うということ

で、場所によって間隔も違ってきておりま

すので、よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） しゅんせつ工事が

きちんと行われていることであって、本当

に川の水位が上がらないようにしてほしい

という思いと、どうしても水は上から下に

流れ落ちるというのは物理的に仕方がない

のですが、そのために、例えば水の流れを

分散するとか、いろいろな施策は考えられ

ないのでしょうか。

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） ただいま

の普通河川の分散となりますと、かなり難

しい課題が出てきておりますので、現状の

河川は、国営草地事業とか、農業サイドで

の河川の流路の整備などがありまして、そ

ういう中で対策が練られております。そう

いう形で有効な手段を考えて、それぞれ対

策をとってきておりますので、よろしくお

願いいたします。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） 先ほど、網走漁協

から許可をもらってしゅんせつができてい

るのだという話を聞いています。例えば、

西網走漁協にもお話を聞いたことがあるの

ですが、ワカサギの産卵の問題などがある

ので、なるべくならしゅんせつはしてほし

くないといいますか、避けてほしいという

旨の話もよく耳にするのですが、それにつ

いては問題なくやっているということでよ

ろしいですか。

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 河川の維

持管理と河川からの恵みということで、ワ

カサギとかいろいろな恵みもあります。そ

ういう中で、影響のないところということ

で、渇水期の１１月、１２月の時期を特定

して進めております。

やはり、さまざまな調整を踏みながら進

めていくことで、影響をなるべく減らす努

力をできるところまでやっていく形で進め

ております。今後もそのような形で続けて

いくこととなりますので、よろしくお願い

いたします。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） 津別町は美幌の上

流になりますが、津別町の対策として、網

走漁協と水源涵養林の植林というのでしょ

うか、そういう対策をしつつ、下流のいろ

いろな被害を抑えるための施策をしている

という話を聞いておりますけれども、津別

町から下流である美幌町はそういう対策は

されておりますか。
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○議長（大原 昇君） 建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 津別町で

行っております取り組みに対しては、美幌

町も一緒に参加しているということでござ

いますので、よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） どのような方策、

方法でかかわっているのか、教えてくださ

い。

○議長（大原 昇君） 経済部長。

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまの植

樹の件でありますが、場所は津別町の山林

でやっておりますけれども、この植樹の取

り組みは、網走川沿線の流域市町村として

参加している状況であります。

その内容でありますが、いわゆる河畔

林、河川の周辺にある山林に木を植えてい

るという状況であります。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） やはり未来につな

がる部分でありますので、もう少しお話を

聞きたいのですが、それは、年に１回、例

えば誰がかかわっているのでしょうか。

○議長（大原 昇君） 経済部長。

○経済部長（矢萩 浩君） 植樹時期は春

先の年１回で、参加しているのは流域であ

りますので、津別町、美幌町、大空町、そ

して網走市、さらには網走開発建設部、あ

とは網走漁協、西網走漁協の職員、さらに

は、漁協の組合員等が参加して植樹活動を

行っている状況であります。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） 植林も含めて河川

の整備・管理というのは、本当に目に見え

ない膨大な時間とお金がかかる事業と認識

しております。

昨年からも町長のいろいろな御答弁の中

で、防災に関する喫緊の課題という意識

は、本当にずっと我々町民も含めて思って

いるところでございますので、この河川管

理、一級河川も普通河川も等しく、住民の

不安を取り除くための施策にもっともっと

力を入れていただきたいとお願いをして、

１番の質問は終わらせていただきます。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 安心安全の中での

暮らしもできるように、やはり、我が町は

意外と水に弱いという面がありますので、

河川整備についても、管理についても、し

っかりと取り組みをしたいと思っておりま

す。

今、いろいろと答弁をさせていただきま

したけれども、美幌町には網走川と美幌川

があります。これをしゅんせつするという

ことは、かなり大がかりな仕掛けになりま

す。多分、下流から順次やってくるという

ことになると、相当な事業費もかかるとい

うことで、網走開発建設部もなかなか踏み

込めないという状況もあります。また、西

網走漁協でいうと、シラウオの産卵地が黒

瀬川樋門の下流にあるということで、なか

なか難しいという話も聞いております。

そして、網走川・美幌川に流れるところ

に支流があって、その中で、先ほど農地防

災のお話が出ましたけれども、これは、栄

森川のお話だと思いますが、そのほかに、

そこに沈砂池を持っている、あるいは鳥の

沢で持っている、さらには普通河川でも持

っているという中で、先ほど答弁させてい

ただきましたけれども、普通河川の中でも

耕作地の間を流れるところについては土砂

上げということと、普通河川についても、

我々としてはなるべくしゅんせつをやりた

いという思いでおりますので、その辺の御

理解はよろしくお願いしたいと思っていま

す。

いずれにしろ、秋あるいは春の融雪時

期、大雨時期については安心して暮らせる

ような抜本的な対策もとらなければいけな

いし、対処療法的な対策もとらないといけ

ないということで、いずれにしろ、この２
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本でしっかりとした取り組みをしていきた

いと考えておりますので、御理解のほどよ

ろしくお願いをしたいと思います。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） 続きまして、東京

電波の工場跡地利用についての質問をさせ

ていただきます。

まず、再質問の最初にお聞きしたいこと

は、新聞報道で我々は無償譲渡を受けるで

あろうという認識はずっとしているのです

が、新聞等々でいろいろと話を読み解く

と、町として譲渡を受けるという思いで今

後も考えていくということで、改めてお聞

きしますけれども、よろしいですか。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） そのようなことで

よろしいかと思います。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） ありがとうござい

ます。

という前提のもとに改めて質問させてい

ただきます。そういう意向を受けた後の経

緯を答弁いただきましたが、あれだけの敷

地面積ですから、確かに老朽化等々の話は

聞いておりますし、いろいろ御検討いただ

いたというお話はここに回答をいただいて

おりますけれども、その跡地利用について

は、いろいろな可能性も秘めている場所な

のではないかと私は思うところでありま

す。譲渡を受けるということで、美幌町だ

けの判断で、もちろん向こうは美幌町に譲

渡するという話が前提なのでしょうけれど

も、いろいろな可能性を秘めた広大な土

地、建物でありますので、例えば、関連の

いろいろな経済団体などへの相談とか、知

恵をかりるといいますか、そういうものは

内部的になかったのでしょうか。なかった

という話なのですが、町だけで決めて今後

も動いていくということで、それはほかと

相談する時間がなかったということで理解

してよろしいのでしょうか。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 寄附される東京電

波側は、前提として更地にするということ

が基本であります。更地にした上で無償

で、そして、跡地の用途制限についてはな

いということまで確認しておりますので、

建物を残してということは考えておられな

いのだろうと思っております。そういう条

件だということでありますので、御理解を

いただきたいと思います。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） それは、東京電波

さんの思いということで、町として、みど

りの村のそばということもありますので、

例えば、宿泊も絡めてスポーツ合宿所に使

えないかとか、いろいろな福祉施設、サー

ビス付高齢者住宅とか、デイサービスと

か、認知症カフェとか、私もいろいろと可

能性を探ったのですが、単に建物が古いだ

けということだけで、建物は全く要らない

と。美幌町から要望すれば可能な話はまだ

残っているのでしょうか。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 先ほどもお話しし

ましたけれども、基本は更地にしたいとい

うことでございます。

私どもも、職員を含めて何度かお邪魔し

て、中を見て何回か検討した結果、やは

り、工場として使っていた施設であります

ので、福祉施設であるとか宿泊施設には全

く適さない建物だと。それは、大きく構造

上の問題でいうと、パーテーションで区切

っているという状況で、天井高もそんなに

高くないという状況もありまして、なかな

か使いにくい、工場以外の用途にはなかな

か難しい状況だという一定の判断をさせて

いただきました。その上で、民間の方の御

意見をいただいて何かに使うという方法も

考えられないことはないと思いますけれど

も、民間の方を含めても多分同じような結
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論が出るのだろうということで一定の判断

をさせていただきました。また、壊すとい

うことが前提なものですから、余り時間も

ないということで、そういう判断をさせて

いただいたということでございます。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） その建物全部を一

気に使うというより、分割とか、いろいろ

と生かせるものを生かすという判断はなか

ったのか、改めて質問でございます。

○議長（大原 昇君） 経済部長。

○経済部長（矢萩 浩君） ただいま町長

からもお話がありましたように、いかんせ

ん、建物の規模とか、内部の構造、さらに

内部の空調等の配管がかなりありますの

で、そういった撤去等の兼ね合いもありま

して、利活用については一部でも庁内では

難しいという判断に至った状況でありま

す。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） 一番懸念するの

は、更地にして土地だけいただけるのは、

確かに可能性は秘めているかと思います

が、その反面、更地のままで荒れ放題とい

うおそれも可能性として十分あるのかと思

います。そういう疑念を払拭するために

も、何か構想などがあればお聞かせ願いた

いと思います。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今、直ちにこの場

で、跡地をこういうふうに使いたいという

町の具体的な希望をお示しすることはでき

ないと思います。ただ、議会論議を通じ

て、これから予想される施設としては、議

会の一般質問でもお２人から話がありまし

たように、多目的ドームという施設も含め

て、一定規模の用地が必要だということに

なりますので、そういったことも視野に入

れないといけないかという思いはしており

ます。ただ、それも確定的な話ではありま

せんので、この場で具体的に何か決意をも

ってお示しするものは今のところはござい

ません。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） この場でお示しす

るものはなかなかないという答えでござい

ますが、美幌町に必要とされているもの、

求められているもの等々、問題もたくさん

あると思いますので、ぜひ早急に取りまと

めていただいて、また、いろいろな機会で

議論ができればと強く思う次第でありま

す。

とにもかくにも、更地にしたからといっ

て、とりあえずそれで終わりということで

はなく、本当に早急に新たな利活用の場と

して跡地を有効活用できるように強く強く

求めて、質問を終わらせていただきます。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） １回目の答弁でも

お話しさせていただきましたけれども、将

来に有益でかつ有効な利活用を図れるよう

に早急に検討してまいりたいと思っており

ます。どうか御理解をいただきたいと思っ

ております。

○議長（大原 昇君） 以上で、５番稲垣

淳一さんの一般質問を終わります。

暫時休憩をします。

再開は１３時４５分とします。

午後 １時３６分 休憩

―――――――――――――――――――

午後 １時４５分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。

一般質問を行います。

通告順により発言を許します。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君）〔登壇〕 質問を

させていただきます。

平成２８年４月より第６期総合計画に基

づく行政運営が始まろうとしているさな

か、１０年後の美幌の人口は１万８，００
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０人以下になると推計され、杞憂すべきこ

とであり、行政においてもしっかり認識し

ておく必要と対応・対策を迫られていると

思うところであります。

その一つとして、事務事業の見直しは必

要不可決な作業であり、避けて通ることの

できないものでありますので、一つ目、事

務事業の見直しはいつ行ったか、その結果

をどのように知らしめているか。二つ目、

今現在の職員及び臨時職員等の配置実員数

とその経費（給与及び物件費等）はいかほ

どか、お聞かせ願いたい。

人事評価について。

平成２６年３月に人事評価についてお聞

きしていますが、再度質問させていただき

ます。

一つ目、分限の基礎となる人事評価の仕

組みの検討は進んでいるのか。二つ目、絶

対評価だけで職員の資質・能力等の向上は

確認できるのか、職員間の相対評価も必要

ではないかということをお聞かせ願いたい

と思います。

三つ目、既存パークゴルフ場の交通安全

確保についてであります。

長年にわたりパークゴルフ場の案件に対

して土谷町長とは議論してきたところでは

ありますが、昨年、町長は、新規のパーク

ゴルフ場の建設から既存のパークゴルフ場

の充実整備を目指すと方向転換されまし

た。その後、整備内容の説明をお聞きして

いますが、大正橋からの出入り口の交通安

全の確保について十分とは思えないので、

改めてただしてまいります。

一つ目、出入り口の整備をどのように考

えているか、お聞かせ願いたい。

大きい４点目であります。

「美ほろ酔いナイト」等のイベント継続

について。

一つ目、利用者の評価と参加店の反応を

分析されましたか。二つ目、単費でも年数

回実施してはいかがでしょうかと提案した

いと思いますが、町長の考えをお聞かせく

ださい。

１回目を終わります。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 〔登壇〕 吉住議

員の質問にお答えを申し上げたいと思いま

す。

初めに、事務事業の見直しについて。

１点目の、事務事業の見直しはいつ行っ

たか、その結果をどのように知らしめてい

るのかの御質問でありますが、本町では、

効率的かつ効果的な行政運営を行うため、

ふだんから事務事業の見直しを行うととも

に、行政改革大綱を策定し、行政改革を進

める中でさまざまな事務事業の見直しに取

り組んでいるところであります。

現在は、第３次行政改革大綱の基本理念

に基づく、第５次行政改革実施計画におい

て、四つの基本方針と１６の推進項目に従

って、６７の取り組み項目を定めておりま

す。

ここでの取り組み結果については、毎年

度終了後において、各種団体代表及び町民

の皆様からの公募によって構成された、美

幌町行政改革推進委員会に報告し、意見を

聴取するとともに、議会への報告及び町ホ

ームページに掲載し、広く公表していると

ころであります。

２点目の、今現在の職員及び臨時職員等

の配置実員数とその経費の御質問でありま

すが、３月１日現在の職員配置実数につい

ては、教育長を含む正職員が２７６名、臨

時・嘱託職員が１５６名、総勢で４３２名

となっております。

経費については、給与・共済費等を含

め、３０億５，５１９万４，０００円とな

っております。

次に、人事評価について。

１点目の、分限の基礎となる人事評価の

仕組みの検討は進んでいるのかの御質問で

ありますが、人事評価の評価結果につきま

しては、人材育成や人事管理の基礎資料と

なるものでありますが、評価結果が最下位
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であることをもって、直ちに処分を行うの

ではなく、当該職員に対し、注意・指導を

繰り返し行うべきと考えております。

また、必要に応じて、担当業務の見直

し、配置がえ、集中的な特別研修などを行

うことによって、改善を図りたいと考えて

おります。

人事評価の仕組みの検討につきまして

は、人事評価に関する職員アンケートを実

施したほか、昨年１０月に設置しました人

材育成推進委員会において、人事評価制度

などの検討を行っているところであります

ので、御理解をお願いいたします。

２点目の、絶対評価だけで職員の資質・

能力等の向上は確認できるのか、職員間の

相対評価も必要ではないかとの御質問であ

りますが、人事評価を実施している多くの

自治体では、評価結果の開示を受ける被評

価者のやる気・動機づけの観点から、他者

との比較よりも評価基準と照らした達成度

合いをはかる絶対評価を基本としておりま

す。

本町においても、職員一人一人の職務遂

行能力や勤務実績をできる限り客観的に把

握し、適切に評価する趣旨から、能力評

価・業績評価ともに、絶対評価による人事

評価を行っており、相対評価を行う考えは

ありません。

また、職員の資質・能力の向上について

は、評価基準と照らした達成度合いにより

確認できると考えておりますので、御理解

をお願いいたしたいと思います。

次に、既存パークゴルフ場の交通安全確

保について。

出入り口の整備をどのように考えている

かについてでありますが、現在、網走川河

畔公園パークゴルフ場の入り口は、大正橋

から網走川堤防の河川管理用通路出入り口

を利用させていただいているところであり

ます。管理用通路は、日常の河川巡視のほ

か、洪水時の巡視・水防活動、地震発生後

の河川工作物の点検などのために必要な施

設として、一般的に堤防天端に設けられて

おります。

一方では、河川が持つ機能として、水と

緑、生物のにぎわい、風とにおいなどがあ

る開けた空間として、人を健康にし、人の

心を癒す空間でもあります。

また、子供・大人・高齢者・障害のある

方が世代を超えて交流できる空間でもあり

ます。そのような中、パークゴルフ場が良

好な環境の中、また、交通安全にも配慮さ

れた中で有効に活用できるよう、河川敷地

での条件を踏まえながら、河川管理者と十

分に協議して利用者の安全確保を図ってま

いりたいと考えておりますので、御理解い

ただきますようよろしくお願いいたしたい

と思います。

次に、「美ほろ酔いナイト」等のイベン

ト継続について、利用者の評価と参加店の

反応を分析されたかについてであります

が、地域の活性化及び本町の飲食店を知っ

てもらう機会の創出などを目的に、地域活

性化・地域住民生活等緊急支援交付金を活

用し、「美ほろ酔いナイト」など三つのイ

ベントを本年２月に実施させていただきま

した。

１点目の、利用者の評価と参加店の反応

の分析をされたかについてでありますが、

アンケート調査及び聞き取り調査により現

在分析中であります。現段階におきまして

は、利用された多くの方々や参加された店

舗から高い評価を受けており、また、「行

ったことのない店に行けた」「興味はあっ

たけれども、行く機会がなかった店に足を

運べた」など、今回のイベント目的に合致

した意見が寄せられているところでありま

す。一方で、改善点に関する意見も寄せら

れており、今後の課題として捉えていると

ころでもあります。

２点目の、単費でも年数回実施してはい

かがかについてでありますが、今イベント

を実施するに当たり、イベントをきっかけ

に持続的・自主的な発展を目指すことを目
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的の一つとしていたことから、今後の事業

展開につきましては、店舗側や関係団体の

自主性に期待しており、町としては後方支

援が望ましいと考えているところでありま

すが、今後も店舗を含めた関係団体と連携

を図りながら、事業内容の精査を行い、次

年度以降の事業の実施に向けて検討してま

いりたいと考えておりますので、御理解の

ほどよろしくお願いをしたいと思います。

以上、答弁をさせていただきました。よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） お許しをいただ

きたいと思いますが、順番を入れかえて、

大きい項目の４番目から再質問をさせてい

ただきたいと思います。

「美ほろ酔いナイト」のことでありま

す。本当に久方ぶりにまちの中に、若い人

のすれ違う人の多さ、老若男女の多さを感

じました。あるすれ違う若者が、多分、北

見から来たのだろうと思うのですが、「お

い、美幌というまちは街灯もついてないま

ちなんだな」と、すれ違いざまでしたけれ

ども、そういう声を聞くのも、人が通行し

ているからだなと、そんな思いもさせられ

たところであります。

私がここで申し上げたいのは、せっかく

きっかけをつくったわけですから、それを

物にするためには、１回限りではなくて、

答弁もありましたけれども、１回やった後

はすぐに後方支援のほうに回りたいという

ことではなくて、一定の間育て上げるとい

う魅力も行政にあってもいいのではないか

と思うところです。そういう意味で、今後

も含めて研究してもらいたいなという趣旨

で、この項目を挙げさせてもらったのが私

の本音であります。

たまたま私のことも含めて申し上げます

と、きっかけがなければ、まちの中で、名

のとおり、ほろ酔いで歩くきっかけという

のはなかなかありません。こういうきっか

けを通して、一つは、にぎわいの担い手の

一人として参加するのだという思いがあれ

ば、私の妻にも説得できますし、仲間を連

れ出すこともできる、こういう思いでいっ

ぱいであります。これは私の気持ちですか

ら、そういうことも手伝って、ただ、考え

方ですけれども、担当者にもよく知ってお

いてもらいたいのですが、通りすがりの、

大学生だったと思うのですが、「おい、地

図はもらったけど、どっちの方向だ」と。

暗いことも手伝ったのでしょう。そこで、

はっと気がついたのです。ちょうど４月に

選挙があったので、選挙事務所にはあんど

んを掲げることができるのです。これは選

挙そのものの話ではないですが、参加して

いる店は、迷惑でなければ、イベントに参

加しているよとあんどん一つ、昔ふうに言

えば、赤ちょうちんです。赤ちょうちんと

いう名前の店もあるのでしょうけれども、

店名を書いたあんどんを一つ、店先に掲げ

ることによって、行きやすくもなるだろう

という思いが募ったのです。

そういう意味で、美幌には、夏場の歩き

やすいとき、冬は冬のよさもあるかもしれ

ませんし、春は春、夏は夏、秋は秋のよさ

があると思うのです。お酒といったって、

俗に言うつまみ、さかなです。美幌には三

色アスパラもあるでしょう。今はやりのう

どんをつくっているでしょう。そういうこ

ともあわせて絡めていってはどうか。

ただ、残念なのは、補助金をいただくた

めに仕方ないことかもしれませんが、もっ

と町民に前もってこういうイベントを知ら

せてはどうかと思っていました。まさし

く、今回の１回目のイベントをもって広く

興味の持たれている町民が多くなったなと

いう印象を持っています。ですから、２回

目を早い時期に仕掛けるのが企画力だと思

います。この項目はこの１回で終わります

けれども、町長、いかがでしょうか。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今回の事業は、
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「ランチフェア」と「スイーツフェア」と

「美ほろ酔いナイト」という３本の事業で

ありました。

議員がおっしゃるように、大変好評を得

ている部分と、次回に向けて、こういうこ

とをしたらいいのではないかというような

お話もありました。そして、議員みずから

の発想で、参加している店、３６店舗でし

たけれども、あんどんを掲げてはどうか、

ちょうちんを掲げてはどうかというような

提言もいただきました。お話としては、大

変大きな後押しを得たと意を強くいたした

ところでありますので、今後、検討しまし

て、補正予算でもよければ、そういう提案

もさせていただきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いしたいと思っておりま

す。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） これは質問では

ありません。せっかくの思いも町長に言っ

ていただきましたので、まさしくそういう

提案があれば、微力ながら、私の議員仲間

にも口説いて口説いて口説き回りますの

で、よろしくお願いしたいと思います。め

ったにお願いすることはないのですが。

次に、大きい項目の３番目に移らせてく

ださい。

大正橋のこっちから行ったら渡ってすぐ

の右左の出入り口です。これは、誤解され

たら困るのですけれども、今までの議論展

開の中で、行政側もあそこの出入り口は危

ないということを逆に議員に向かって十分

説明されていると私は思っています。です

から、そういうことを受けたら、今回、ま

だ新年度予算の提案を議論しているわけで

はありませんが、大きなお金という意味合

いではなくても、議論した中の避けては通

れない要素の一つだと私は見ているので

す。そういう意味で、ここは、ぜひとも町

長の力強い言葉をお聞きしたい。

議員も過去に、「そうだよな、あそこは

危ないよな」と。行政もしっかりと「あそ

こは危ないでしょう」と。でも、今までの

説明の中で、急展開した中で、新年度は既

存のパークゴルフ場の改修という予算提示

があるということです。これは今の段階で

すが、私は、ここは、予算にかかわらず、

避けては通れない最大の問題だと思ってい

るところであります。

答弁で、河川管理者と十分に協議してと

いうことですが、文字どおりです。でも、

過去に行政側も河川管理者と何度となくさ

れていると私は見ているのです。それでも

ままならないことがあるから、今までいろ

いろな提案もあったのだろうと、そういう

御苦労もお察しします。

話が飛びます。これは、行政同士の話し

合いではなくて、どっちかというと政治の

話だとしてお話ししたいのですが、いいか

悪いかわかりませんけれども、大空町付

近、昔は女満別町と言った付近に、ムネオ

橋みたいなあだ名がつく橋もあるそうで

す。それは本当のことかうそのことかわか

りませんが、国の行政を動かしている国会

議員のお力をおかりすれば、もしかしてス

ムーズに行くのであれば、政治的判断で河

川事務所との協議に応じてもらう。今まで

皆さんが努力した上でにっちもさっちもい

かないのであれば、やっぱりこれは政治決

着だろうと思うところがあります。

そういう点で、町長、共通した出入り口

の危険性という観点で政治決着されてはい

かがかと申し述べたいが、いかがでしょう

か。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） アクセス、入り口

の問題ですけれども、議員と同じ認識をし

ております。非常に交通渋滞になりかねな

い、あるいは、交通事故に遭遇しかねない

ということで、私も大変心配しております

けれども、１回目の答弁の中で、河川管理

者と十分協議して利用者の安全確保を図っ

ていきたいというようなお話をさせていた
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だきました。

実は、今、あの道路は町道路線なので

す。町道にかかる橋ということで、橋の構

造自体もいろいろ検討させました。ただ、

橋の構造上、高欄をいじるのもなかなか難

しいという説明も聞いております。そんな

中で、もう少し見やすいアクセスにしたい

という思いで河川事務所と協議を重ねてい

るところであります。

もちろん、何か事あれば、我々の意がな

かなか通じないということになれば、いわ

ゆる先生方のお力をかりるというようなこ

とも、今までもやってきましたし、今後も

多分あり得る話だろうと思っておりますけ

れども、今段階では、もう少しそのことは

控えて、町と河川事務所の話の中で何とか

解決できないかという思いで今取り組みを

しているところであります。

河川事務所の所長以下も、美幌のことを

いろいろな意味で気遣っていただいており

ますので、そういった意味で我々も忌憚な

く相談ができる状況があります。そんな中

で、何とか突破できるように、あそこがい

い形で交差できるといいますか、出入りが

うまくいくようなことも考えてまいりたい

と思っております。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 所長さんは転勤

異動でかわりますので、そういう意味で

代々御一緒することもありますけれども、

ことしの夏もうまい酒を酌み交わしたいと

思いますので、そこは、町長、あなたの力

量だと思っていますので、むしろ私のほう

からもよろしくお願い申し上げておきた

い。

話題は変わります。

大きい項目の一つ目、事務事業の見直し

についてであります。

この項目の二つ目、先に資料として聞い

ておきたいものですから、答えをいただき

ました。３月１日現在の職員配置数につい

ては、教育長を含む職員が２７６名、臨

時・嘱託職員が１５６名、総数で４３２名

となっております。経費については、給

与、共済費等を含め３０億５，５００万円

云々とありますが、もう少し数字の合計の

ところ、細かく承知しているものがあれば

お教え願いたいということで、整理という

意味で、承知しているものがあればお教え

願いたいと思いますが、いかがですか。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） それぞれ職

員、臨時・嘱託職員の所要額の内訳でござ

いますが、正職員については２７６名、臨

時・嘱託職員は１５６名とございますけれ

ども、そのうち、臨時職員が１１１名、嘱

託職員が４５名の計１５６名で、正職員と

臨時・嘱託職員を合わせて４３２名となっ

てございます。

また、経費につきましては、正職員２７

６名にかかる所要額につきましては、共済

費、退職手当組合負担金等々を含めまして

総額で２４億１，９５４万４，０００円、

そして、臨時・嘱託職員合わせて、共済費

等を含めまして６億３，５６５万円。トー

タルで３０億５，５１９万４，０００円と

なっているところでございます。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博之さ

ん。

○１０番（吉住博之君） あわせて確認行

為ということで、今教えてもらった数字を

使わせていただくと、３月１日現在、職員

２７６名で２４億１，９００万円何がしで

す。単純計算すると、共済費というか、会

社経営であれば会社負担というのもあわせ

てという言葉で整理させてもらうと、職員

１人当たり８７６万円かかります。それか

ら、臨職・嘱託職員も給料体系とか給与は

違うと思うが、今、あわせて数字を教えて

いただきました。６億３，５００万円何が

しです。単純に割り返すと、これは嘱託職

員と臨時職員は違いますので荒っぽい数字

になりますが、言われた数字を単純に割り
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返すと４０７万円です。話の進行上、そう

いうように捉えてよろしいかどうか、確認

をとっておきたい。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） 正職員につい

ても、それぞれ病院職員から全部入ってお

りますので、役職、給与体系はまちまちで

ございますけれども、単純な比較平均とい

いますか、割り返すと１人当たり８７６万

円です。臨時・嘱託職員につきましても人

数と所要額を割り返すと４０７万円という

ことになります。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） では、大きい項

目の１番目に再度戻ります。

私の聞き方がまずかったのでしょう。反

省いたします。事務事業というのは、職員

がもちろん張りついて事業を行っていただ

いて、その成果をもたらすものでありま

す。そういう意味では、その事業、事業に

対しての職員の配置状況、配置の結果とい

う分析はされているのでしょうかという聞

き方に変えさせていただきます。そういう

意味ではどういう分析をされているかをお

聞きしたいのですが、いかがでしょうか。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） それぞれ行政

が行っております事務事業の中で、当然、

日常の業務の中でそれぞれの事務事業の改

善点、見直し点もあわせて行っております

し、それに対する人の配置がどうなのかと

いうのも、日常的なものから、それぞれ職

員の中で行っているというように考えてお

ります。

もう一つは、行政評価システムの中で事

務事業の検証、それから、事務事業の達成

度合いをやっているところでございますけ

れども、あわせて、事務改善をこの中でど

う図っていくかということについても行政

評価システムの中で実施をしているところ

でございます。

また、答弁書の中にもありますけれど

も、行政改革の実施計画に基づく検証等々

を含めて、あらゆる機会を通じまして、そ

れぞれ適正な事務事業に対します人員配置

については、常日ごろ検討しております

し、それに基づいて、その事務の分量、事

業の分量、あるいは、組織について、機構

について見直しを行いながら人事異動を行

っているところでございます。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） その事務事業を

こなすに当たって、大きい意味の同じ部分

であっても、細部的には、ここは正職員で

なければだめだ、ここは臨職で構わないと

か、そういう判断は何に基づいてなさって

いるのかということが一つです。

二つ目は、これは行政も十分承知だと思

いますけれども、臨時職員の雇用のあり方

です。そんなに遠からずのときに、特養問

題のときだったでしょうか、時の副町長で

ある染谷副町長が、本来は臨職の方を全て

正職員にしたいぐらいだ―するとは言っ

ていません。したいぐらいだという答弁は

聞いているのですが、なかなか進展もしな

いし、どうなっているのかなというところ

もあります。

先ほど、正職員は２７６名、臨時・嘱託

職員を合わせて１５６名という数字はいた

だいているが、そういう意味で、臨職の雇

用のあり方、正職への道という観点も含め

て、どう整理されているのかをお聞かせ願

えるものであれば聞いておきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） それぞれの職

場の中で正職員、臨時職員あるいは嘱託職

員を配置しながら行政サービスを行ってい

るところでございます。

一つに、臨時職員は補助的な職員という

形になってございますけれども、議員おっ

しゃるとおり、現実的には、そういう形で
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ない職場も見受けられるというところは私

どもも承知をしているところでございま

す。

本来であれば、きちんとしたその責任と

職責を持って当たるべき業務については正

職員を配置すべきというように考えている

ところでございますけれども、それぞれ財

政事情等々含めて、こういった形で今運用

をさせていただいているところでございま

すが、今まさに御質問のありました臨職の

正職化についても、わずかずつではござい

ますが、毎年改善を図ってきているところ

でございます。保育士についても正職化を

図る、学芸員についても正職化を図るとい

うことで取り進めさせてもらっているとこ

ろでございますので、こういった取り組み

についても、今後とも進めていきたいと考

えているところでございます。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） そういう話をお

聞かせいただいている中でありますけれど

も、私として一番ショックなのは、実は、

私自身が総合計画審査特別委員会委員長を

引き受けさせていただいたときに皆さんか

ら説明があったように、美幌の人口は、１

０年後、推計はもっと低いのですけれど

も、１万８，０００人ということです。単

純に言えば、今の人口と比したら約１割減

ってしまうのです。これはつかみの単純計

算です。そうしたら、総合計画の基本計画

の一部でありますけれども、行政の説明

は、コンパクトは一定終わっている、維持

を図りたいという文書があった中で、議会

とのすり合わせの中で、コンパクトシティ

ーの推進は図るという文言に訂正したとこ

ろです。これは、今のところ議決行為では

ないものですから。

そういう意味で見れば、大きい意味で、

行政対議会というばかりではなくて、行政

は町民にももちろん耳を傾けなくてはいけ

ないと思うのです。そうなった場合、３月

１日現在、正職と臨時・嘱託職員を合わせ

た４３２名、このほかに町長・副町長は含

まれていませんけれども、１０年後、単純

な言い方で、むしろこの１割いなくてもい

いのではないのかという意見をお持ちの町

民もいるかもしれないのです。そういった

ときに、きっちりと事務事業の、それから

人の配置も含めた形の説明できる、説明に

耐え得るだけのものを準備しておかなくて

はいけないのではないかと思うので、いま

一度、そこら辺のことを含めて、今後どう

いうお考えをお持ちなのか、お聞かせ願い

たいと存じます。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 人口減少社会に見

合った行政組織、行政職員の数の問題とい

うような御指摘だろうと思っております。

人口減少して我々が一番心配すべきこと

は、今提供している行政サービスを引き続

き提供できるかというところです。それ

は、我々にとっては一番の腕の見せどころ

であるし、行政がどう取り組むのかという

ところが住民の皆さんにとって一番の関心

事だろうと思っております。

したがって、今、何人にするとかいうお

話はにわかにできませんけれども、いずれ

にしろ、人口減少社会の中で、今あるサー

ビスを低下させないというような、そし

て、それに見合う人員・組織ということを

しっかりと考えていかなければいけないと

思っております

そのためにも、人員もさることながら、

やはり、事務事業についても継続するもの

と廃止・中止するものもしっかりと区分け

して、ただ継続するだけではなくて、継続

しながら磨きをかけていくというようなこ

とをしていかないと、引き続き同様な行政

サービスの提供というのは難しいと思いま

すので、ふだんからの事務事業の見直し、

そして一方では、組織・人員の見直しもし

っかりとしていかなければいけないと考え

ておりますので、よろしくお願いいたした
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いと思います。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 実は、私の心と

しては、めったにないのですが、この何カ

月間、町長が職員に対する訓示と言うので

しょうか、内容的に感心しているところが

あるのです。

町長が職員に対して、もう合わなくなっ

たことはやめようと、今後すべきことはや

っていこうと、職員に対してどんどんそれ

を提案しなさいと、こう明言できるという

のは大したものだなと感心しているところ

です。ぜひ、町長、そういう思いで、事務

事業においても、一つは今言った内容の基

本中の基本のきっかけですから、しっかり

やっていただきたいと思います。

次に、大きい項目の２番目であります。

これは、実は、平成２６年３月でした

か、私の一般質問に対する町長の答弁で、

今後、分限の基礎となる人事評価の仕組み

を考えていかなければいけないみたいな議

事録があります。私としてはそう読み取れ

るような文面もあったものですから、その

後、検討されたのかなという思いで１番目

は聞かせていただいただけなのです。

これは、きょう決着つけなくても、まだ

後々ありますので、私の読み違いなのかど

うか、２６年３月だと思いましたが、町長

の答弁で今後も何かしなければいけないな

というニュアンスのことを書いてあると私

は読み取れたものですから、その後、どう

なったのですかという意味合いで書かせて

もらっただけです。

けれども、このニュアンスで捉えること

と今回言っていることが少し違うものです

から、まだ時期が来ていないのかなという

思いで、次の宿題にしておきたいなと思っ

ているところであります。

二つ目であります。

絶対評価です。これは御法度でないと思

うのですが、御法度だからやめてくれと言

われればやめますけれども、実は、再任用

制度をされています。応募者の中から率先

して雇わなければいけないというお話があ

りますけれども、私はいささか違うのでは

ないかなと思うのです。希望者を全員雇っ

ていたら、臨職も含めて、持たないです。

中には断る勇気もなければ私は困りますの

で、そういう意味では、絶対評価はもちろ

んついて回ることですが、例えば、ここに

私と橋本博之さんのどっちを選ぶかといっ

たら、吉住、あいつはうるさいからやめて

おけ、橋本博之のほうがいいぞという声が

大きいとすれば、そっちを優先すべきだと

私は思うのです。

そういうことも重ねていった場合、財政

規模・町の規模によっては、職員を雇用し

続けるという段階においてもいろいろなケ

ースが考えられて、継続して雇うにして

も、この人がいなければ、こいつはあの人

より優秀だから、必要だから継続して雇わ

せてくれというものであれば私は十分わか

るのです。そこら辺の兼ね合いです。

これは、これから逸脱する話であれば、

これ以上質問しませんが、答えられる範囲

内でお聞かせいただけるものであればお聞

きしておきたい。

私がここで言いたいのは、今後、美幌町

が人口減に向けて、これからの行政の組

織、人員的な組織づくりも含めた中で、ど

うしても絞り込んでいかなければいけない

という場面は少なからずやってくる。人の

ことを言ったら怒られますけれども、誰を

選ぶのか。それは、絶対評価でなくて、や

っぱり相対評価に基づくものだと、私はぶ

つかるところがあるものですから、もしお

聞かせいただけるものであれば、お聞かせ

願いたいと存じます。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） まず、人事評

価制度上の絶対評価と相対評価の関係でご

ざいますけれども、本町においては絶対評

価を基準としているところでございます。
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絶対評価の基準導入につきましては、それ

ぞれ評価を受ける中で動機づけ、あるいは

職員の意識向上を含めて絶対評価、その基

準となるべきものに対しての評価をすると

いうことが資質向上、この人事評価は資質

の向上を目的として制度化をしております

ので、そういった意味からいけば、他者と

の比較をする相対評価よりも向いているの

が絶対評価であろうと考えているところで

ございます。

それから、先ほど議員からありました再

任用制度の中の任用に関してでございま

す。

今は人事評価制度もやっておりますの

で、その中でそれぞれの職員の評価をさせ

ていただいているところでございますけれ

ども、低い評価を受けている人間、あるい

は出ている人間についての再任用をどうす

るかということも一つ問題としてあります

し、そこのところをどうするかということ

については、当然、検討しなければいけな

いと思っております。それ以前に、人事評

価の中で低ランクにある職員については、

その上のランクに持っていく研修制度、あ

るいは特別研修制度を含めて、そういった

形での人事評価の仕組みにしていくことを

検討しているところでございます。

そういった形でいけば、職員の分限、降

任はどうするのだということになりますけ

れども、降任等については願いが一つと、

もう一つは、分限によるものが一つだろう

と思っておりますので、人事評価制度の中

で特別研修等々を含めて、ある程度の研

修、あるいは、指導した結果、どうしても

資質向上が図られないという者について

は、分限の中で考えていくということにな

ろうかと考えているところでございます。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） そこで、一つだ

けお聞きしておきたいのは、この職員の数

には、例えば、意欲があって東北のほうに

派遣という人もカウントに含まれているの

か。それから、見た目は庁舎内ですけれど

も、あっちのフロアで別な組織に派遣され

ていることもあるのかなと思っています

が、それも職員数に入っているのか、一つ

だけ確認しておきたい。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） 今議員がおっ

しゃられました研修派遣に出している職

員、それから、東北に派遣している職員

等々、全て入った人数でございます。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 職員定数の条例

では、病欠とか云々という人は一時猶予み

たいなものがあるのは承知しております。

ただ、今、総務部長がちらっと言った研

修の部分です。普通、研修というのは、こ

ちらから何かを教えていただく、何か習得

するために行くというのが本来の形であっ

て、研修の派遣のために行っている人が向

こうの組織の指導的立場、例えば支部長ク

ラスで行っているというのは研修になるの

でしょうか。向こうの組織では逆に指示を

出す立場の人間が、向こうで勉強という

か、内容を教わる立場ではなくて、向こう

の組織において命令指揮できる立場の者を

も含めて研修派遣と言えるのか、そこら辺

の分析があれば、参考のためにお聞かせ願

いたいと思うが、どうでしょうか。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） 研修派遣につ

いては、いろいろな目的を持って職員を派

遣させていただいているところでございま

す。それぞれ専門的にやっている職種の中

で、今、行政が必要としている項目につい

て研修として学んできていただきたいとい

うことで派遣をしている職員もおります。

また、いろいろな形で、そういう専門性の

習得と、そこでのマネジメントを含めて研

修してきていただきたいということで研修

に出していることもございますので、研修
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先で指導的な立場になることをもって研修

ではないという認識はしていないところで

ございます。

○議長（大原 昇君） 以上で、１０番吉

住博幸さんの一般質問を終わります。

暫時休憩します。

再開は１４時５０分といたします。

午後 ２時４０分 休憩

―――――――――――――――――――

午後 ２時５０分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

一般質問を行います。

通告順により発言を許します。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君）〔登壇〕 私は、既

に通告しております２点について、以下、

質問をいたします。

その一つは、特定公共賃貸住宅の建設に

ついてであります。

美幌町の公共住宅政策は、これまでは低

所得者を対象とする公営住宅建設で対応し

てまいりまして、中所得者・若年の単身者

は公共住宅の対象外とされています。

特定公共賃貸住宅制度は、中所得者・若

年の単身者を対象とした公共住宅政策であ

りますが、美幌町として、これまでの検討

状況をお示しいただきたいと思います。

二つ目は、急激な人口減少社会を迎えま

して、町外から美幌町に通勤されている

方、単身者向けの住環境整備を図り、特に

若年労働者への公的な住宅の供給を急ぐべ

きと考えるものであります。特定公共賃貸

住宅建設には、公営住宅と同程度の国の助

成もありまして、建設に向けて早急に環境

を整えるべきと考えますが、いかがでしょ

うか。

大きな２点目は、東京電波美幌工場跡地

利用についてであります。

東京電波美幌工場跡地の美幌町の跡地活

用計画についてでありますが、東京電波株

式会社は、閉鎖した美幌工場を解体し、更

地で美幌町に譲渡する旨を表明されていま

す。美幌町の土地の譲渡手続の状況につい

てお示しください。

また、跡地利用の計画はどのようになっ

ているのか、お示しいただきたいと思いま

す。

この２点目は、東京電波美幌工場跡地の

移住政策への活用についてであります。

東京電波美幌工場跡地の環境・景観・空

港からのアクセスの利便性などを考慮し

て、人口増のために移住者向け宅地開発な

どに利活用を図るべきと私は考えるもので

あります。そのために、町民の声を積極的

に聞く必要があると考えますが、いかがで

しょうか。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 大江議員

の質問にお答えを申し上げたいと思いま

す。

初めに、特定公共賃貸住宅の建設につい

て。

特定公共賃貸住宅のこれまでの検討経過

についてでありますが、美幌町では、住宅

行政の総合的・長期的な基本方針として、

平成１２年３月に美幌町住宅マスタープラ

ンを策定し、これに基づき、旭公営住宅の

建てかえや借り上げ公営住宅の整備を行っ

てまいりました。

また、平成２２年３月には、美幌町住生

活基本計画を策定し、公営住宅の今後の管

理方針や、住宅リフォーム補助制度による

町全体の居住環境の整備に取り組んできた

ところであります。

御質問の特定公共賃貸住宅のこれまでの

検討経過でありますが、美幌町住生活基本

計画策定段階において、居住実態や住宅施

策への期待について無作為抽出によるアン

ケート調査を実施し、町民の皆様が求める

住宅政策の把握に努めてまいりました。

アンケートの自由記載の中では、中所得

者や単身者の公共住宅への要望はありまし

たが、新たな公的住宅の検討には至ってい
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ない状況にあります。このことは、町内で

は家族世帯の多くの方が公営住宅の入居可

能な政令月収１５万８，０００円以内にあ

ることや、持ち家、アパート・マンション

などへの居住環境がある程度満たされてい

ると考えられているところであります。

次に、美幌町に通勤されている方や単身

者の方に対する特定公共賃貸住宅の建設に

ついてでありますが、地方公共団体による

賃貸住宅の建設に当たっては、居住の用に

供する良好な賃貸住宅が不足している場合

においては、その建設に努めなければなら

ないこととなっております。

美幌町には１，０００戸を超える民間の

アパートやマンションがありますが、多く

は若い方を対象としたものであります。

そのような中、町外から美幌町に通勤さ

れている方、また、美幌町からも他の市や

町に通勤されている方も多数おられます

が、その理由にはさまざまなものがあると

思われます。

美幌町では、美幌町住生活基本計画が前

回策定から６年を経過することから、平成

２８年度において計画の見直しを補助事業

により行う予定であります。

御質問の若年労働者の方への公的住宅の

必要性につきましては、この計画策定の中

で地域特性や住宅事情を勘案しながら、建

設の必要性も含めて検討してまいりたいと

考えておりますので、御理解を賜りますよ

うお願いをいたしたいと思います。

次に、東京電波美幌工場跡地利用につい

て。

東京電波美幌工場跡地の美幌町の跡地活

用計画についてでありますが、１点目の土

地の譲渡手続の状況についてであります

が、先日、東京電波と打ち合わせを行い、

譲渡に係るスケジュール等の確認をさせて

いただきました。

東京電波のスケジュールによりますと、

本年４月下旬から５月上旬ごろに建物の解

体工事に着工、工事期間については、３カ

月から４カ月を見込み、８月ごろまでには

工事が完了する予定とのことでありまし

た。

その後、社内における所定の手続や本町

との間に発生する手続を行い、年内には譲

渡に関する諸手続が完了する予定となって

おります。

また、跡地利用計画についてであります

が、譲渡に関する申し出後、関係部局職員

らとともに建物内部及び工場敷地の現地視

察を行い、数回にわたり建物の利活用の検

討を行いましたが、建物の規模の大きさや

内部の構造上などから、建物の利活用につ

いては困難であるとの判断に至ったところ

であります。

庁内における検討後、建物の利活用に関

し、地元自治会より建物の一部を残した上

で集会室機能としての利活用について検討

要請があったことから、その旨を東京電波

に伝えたところであります。

このような状況を踏まえ、跡地利用の計

画については、現在、庁内において検討中

の段階でありますので、御理解のほどをよ

ろしくお願いいたします。

次に、２点目の移住政策への活用につい

てでありますが、全国的な人口減少の中、

本町におきましても人口減少が続いてお

り、移住政策等により人口増を図ることは

重要な課題の一つであると認識していると

ころであります。

東京電波美幌工場跡地の利用に関しまし

ては、先ほども申し上げましたとおり、現

在、庁内において検討中でありますが、移

住政策を視野に入れた利活用や企業誘致を

視野に入れた利活用、あるいは、町民の活

動に重点を置いた利活用など、本町にとっ

て将来的に有益でかつ有効な利活用のあり

方について、議会や町民の皆様と検討して

まいりたいと考えておりますので、御理解

のほどをよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

以上、答弁をさせていただきました。よ
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ろしくお願いをしたいと思います。

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。

○２番（大江道男君） 特定公共賃貸住宅

の建設について再質問いたします。

町長の御答弁の中で、平成２２年３月策

定の美幌町住生活基本計画策定に当たっ

て、その年の１月実施いたしましたアンケ

ートでは、中所得者や単身者の公共住宅へ

の要望はあったが、新たな公的住宅の検討

には至っていないと。その理由として、美

幌町内では、家族世帯の多くの方が、一つ

には、公営住宅の入居可能な政令月収１５

万８，０００円以内にあり、持ち家、アパ

ート・マンションなどの居住環境がある程

度満たされている、この二つのことを理由

とされました。

そこでお聞きいたしますが、平成２２年

１月実施のアンケートは、配付数は２，５

００通で回収は９２０通であります。当

時、平成１７年度の国調世帯数８，６４３

世帯に対して１０．６％の回答数で、回答

数としては町民の意思を十分反映したもの

になっている。この分析をすれば傾向がわ

かるというように考えております。

そこで、私も改めてアンケートの調査を

見させてもらいました。特に、公共住宅へ

の期待というのは、現実には、今、公住に

入っていない方ですから、民間借家世帯を

中心にして、どういう傾向にあるかという

のを見てまいりましたが、民間借家世帯の

６７．４％、３人に２人が、今の住宅に住

み続けることへの不安を表明しています。

そして、６２．１％が、民間アパートに入

っているが、移転したいという希望を出し

ています。何が不安の内容かと見てみます

と、住宅の耐震性や設備の不安が３８％で

トップです。質が問われている。二つ目

は、住宅の建てかえや家賃上昇が２割にな

っています。三つ目は、子供を産み育てる

ことへの不安、広さや環境、この点でも質

が問われているということが見えてまいり

ます。民間のアパートから移転したいとい

う理由のトップは、住宅の老朽化を挙げて

いるのが３９％あります。

では、移転するときはどこをという点で

は、公営住宅を望んでいるのが４１％で、

トップであります。持ち家への期待がある

かと思いましたが、それは３５％で第２で

す。

そして、移転先として希望するのはどこ

か、今住んでいる近くだとか、町内とか、

管内だとか、このことも質問されているの

ですが、民間借家世帯は美幌町内を希望す

るのが６２％ということで、どの世帯より

も町内であればいいということで、美幌町

を自分の生活の拠点にしたいということを

最も希望しているということは、この２２

年１月の調査で傾向としては相当はっきり

出ているのではないかと思うのです。

そういう点から、現在の状態で、ある程

度環境は満たされているという結論を出す

のは、必ずしも正解ではないのではないか

と思うのですが、いかがでしょうか。

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 大江議員

の質問にお答えいたします。

前回の住生活基本計画につきましては、

ただいまお話しされましたとおりのアンケ

ートの状況でございます。その当時、アン

ケート結果をもちまして、町民の方が参加

している委員会のもとで検討された結果に

ついては全て把握しているわけではござい

ませんが、特定優良賃貸住宅の建設の話に

までは至っていなかったという経過があり

ます。その中で、今お話しされたとおり、

公営住宅への希望というのはやはり大きい

ものがありました。ただ、その中で、その

収入の階層の把握までは、そのときの設問

の中にありませんので、そこまで把握し切

れていなかったというところがあります。

そういう中で、あくまでも推測でしかな

いわけですが、公営住宅の収入階層は、４

人世帯で大体５１０万円ぐらいが公営住宅
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に入れるか入れないかのところになってき

ます。ということを考えますと、答弁の中

でも触れましたけれども、大部分の方が公

営住宅の収入階層の中にあるという現状に

あったと思います。そういう中で、公営住

宅の長寿命化計画と並行しながら、希望さ

れる方を受け入れられるような公営住宅の

改修を並行して行ってきた経過があるので

はないかと思います。

そういう意味で、答弁にもありますが、

２８年予定しております住生活基本計画の

中では、アンケートの設問をもう少し具体

的に分析できるような内容にしまして、そ

のニーズ把握に努めてまいりたいと思って

いますので、よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。

○２番（大江道男君） 量的な問題がどう

かということでアンケートを見てみまし

た。町営住宅に今後期待することは何かと

いうことで、回答者は７１４人いらっしゃ

いますので、そこで見ましたら、所得によ

る制限のない町営住宅を希望するのが９．

７％です。７１４人で言えば６９人いらっ

しゃいます。これは約１０分の１の抽出調

査なので、１０倍してみると、全町民で言

えば約７００人ぐらいが希望しているとい

うことになります。単身者や若者向けの町

営住宅は５．３％ですから、３８人ぐらい

希望している。これも１０倍すると三百

七、八十人が若者向けの公営住宅を希望し

ていることになるかと思います。

なお、アンケート回答者中の単身者は１

５２人なので、そして複数回答はできない

のです。一つだけ回答してくれということ

なので、最も要求の強いのは、若者が年寄

りのことを言う、年寄りは若者のことを言

うよりは、やはり、生活実感に応じて一番

関心の高いことを答えているだろうと推察

した場合に、単身者の４分の１が、単身者

入居可能の町営住宅を考えている可能性が

あるのではないかと思うのですが、担当さ

れている部長としてはどうですか。

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 管内の特

定優良賃貸住宅、公共住宅とも言います

が、こちらの建設状況を見ますと、若者向

けにこの制度に基づいて建設されていると

ころが多くあります。そういう中で、若者

が入れる公営住宅があるのだということが

行き渡っているのではないかと思います。

そういう中では、若い方もぜひ美幌にも公

営住宅をというような希望があったことも

推測できるところであります。

美幌町の状況につきましては、先ほどの

答弁の中でもお答えさせていただいたとお

り、民間のアパートがほかの市町村に比べ

て割合としては多いという状況もありま

す。そういう中で、民間のアパートの中で

一番大きな課題は家賃の問題もあるかと思

います。そういう中で、こういう公共住宅

への希望も出ていると思います。

ただ、これからの計画の中で、公共の役

割、民間の役割とそれぞれ担っていただか

なければならない部分を、その中では検討

していかなければならない部分もあります

ので、それらも踏まえながら、この計画の

中でアンケートなどをとりながらニーズ分

析をしていきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。

○２番（大江道男君） 津別町の特定公共

賃貸住宅に非常に注目して見ておりまし

た。ここで、公営住宅入居基準というの

は、所得水準で言えば所得ゼロ円から政令

月収１５万８，０００円でありまして、日

本全体の所得区分では下位２５％までの低

所得者しか入れないという状態になってい

ます。美幌町も全く同じです。

これに対して、特定公共賃貸住宅は、政

令月収が１５万８，０００円以上、上限は

４８万７，０００円以下の水準でありまし

て、これは日本全体の所得区分で言えば下
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位２５％以上５０％未満という中所得者を

対象としています。

津別町は、特定公共賃貸住宅は全部で１

０６戸あります。そのうち６７戸が単身者

向けの１ＬＤＫ、政令月収１５万８，００

０円以上の所得要件ですが、それ以下の

方々も、将来、所得が上がるということを

理由として入居可能となっています。した

がって、低所得者向けの公営住宅は年が若

いから入れない、中所得者向けの特定公共

賃貸住宅の場合は、所得が一定程度あれ

ば、あるいは、将来上がる見通しがあれ

ば、年齢に関係なく単身者でも入れるとい

うことで、津別町は世帯向けも単身者向け

も満室になっています。募集すると満杯に

なるということで、低所得者向けの公住は

空きがある、こんな状況に今はなっている

ようです。

そういう点では、昔と違って若者の所得

は必ずしも高くないです。不安定雇用とい

うこともあって、そういう方々も受け入れ

ることのできる状態で、単身者向けという

ことで、政策的に開くことができる。しか

も、国の補助制度では、低所得者向けの公

営住宅と同じ割合で補助金が出るというこ

とになると、相当踏み込んで特定公共賃貸

住宅を考える必要があるのではないかと思

うのですが、この点は、町長、いかがでし

ょうか。

今まではあまり対象とされていなかった

のですが、文字どおり中くらいの所得だと

いう表現だけではなくて、公営住宅政策を

補完するものという性格を持った住宅政策

ということで考えていくべき段階に来てい

るのではないかと思うのですが、いかがで

しょうか。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今までは、例え

ば、ＬＳＡ、ライフ・サポート・アドバイ

ザーつきの高齢者向けの住宅を建設しよう

ということで、要するに、公営住宅の役割

としては、低所得者の方の公的住宅の供給

というところから始まって、その後につい

ては、福祉政策的な住宅を建設しようと。

さらには、まち中居住も含めて、公営住宅

も大きな役割の変遷を経てきたのではない

かと思っております。

そんな中で特定公共賃貸住宅の建設とい

うことでありますけれども、美幌町は、

今、公営住宅は九百数十戸だと思います。

そして、民間のアパート・マンションは、

うちの職員がゼンリンの地図から引っ張り

出して数えた結果、ほぼ正しいと思います

けれども、２０４棟で、１，２３８戸ある

ということです。

私も、平成２２年の計画のときに多少か

かわりを持っていて、このときも担当にい

ろいろと話をしたのですけれども、やは

り、民間住宅が活発だという中で、公的住

宅の供給はどうあるべきかというところを

考えていかなければ、公的住宅は建てるけ

れども、どんどん空き家になったり、敬遠

されたりということにはならないと。それ

で、今、建てかえを旭公住以降は手がけて

いないということで、多分に民間のアパー

ト・マンションの整備によるものだとある

面では思っておりますので、大江議員が言

われるように、若い人たち中心の住宅をど

うするかも含めて、あるいは、今、国はさ

まざまな社会資本を長寿命化という名前

で、ストック活用をどんどんしていこうと

いう流れに変わってきていますので、その

中でどうできるかも含めて、平成２８年に

国の補助をいただいて計画の見直しをする

わけでありますけれども、こういった論議

もしっかり踏まえて計画に当たっていきた

いと思っておりますので、何とぞ御理解を

賜りたいと思っております。

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。

○２番（大江道男君） もう少し津別のこ

とを紹介したいと思うのですが、国の基準

は単身住宅１ＬＤＫで２５平米以上という

ことなのですが、津別町の実態を見ます
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と、６０平米ないし７７平米と倍近い居住

空間を持っておりまして、平成２３年以降

は、月額家賃は３万円です。北見市、ある

いは美幌町などからも入居したいという申

し出があるそうです。

世帯向けは基準が２ＬＤＫとか３ＬＤＫ

で、基準は４０平米ですが、倍以上ありま

す。八十四、五平米ありまして、月額４万

円あるいは４万７，０００円というのが最

高です。そうなってくると、古いので出て

行きたい、あるいは、子育てにはちょっと

狭くて、質の上で民間ではなかなか対応で

きないという状況の中で、公的住宅に対す

る目が行っているという状況を考えたとき

に、美幌は足りているからと言えない状況

にあるのではないかと思います。

大空町についても調べてみたのですが、

ここも世帯向けについては４２戸ですが、

合併前の東藻琴村の政策ではないかと思う

のですが、東藻琴村の地域でまちが単独で

建設した単身者住宅は４４戸あります。こ

ういう形で、それぞれのまちの特徴があり

ますが、特定公共賃貸住宅、中所得者向け

のもの、そして単身者向けのものをやって

います。

時間がないので紹介程度にしますが、先

ほど、札幌市を除く市町村別の特定公共賃

貸住宅の市町村別のデータがようやく手に

入りました。ずっと今までは小さなまちの

政策というように私も思っていたのです

が、決してそうでもないということで、帯

広などでも実はやられていますし、北見市

でもやられているということが、これは国

への報告書のようですが、去年の３月３１

日現在で３，５５６戸がつくられているよ

うです。

そういう意味で、必ずしも、所得が高い

から十分だ、あるいは高い人は持ち家志向

だと考えないで、美幌町を住みよいまちの

住宅政策の一環として積極的に考えるべき

ではないかと思っております。

比較的大きな市レベルではまだまだ利用

されていないという点では、民間との関係

を考えながらやっているということはわか

るのですが、住宅の質の問題、あるいは、

国の住宅政策が少しずつ変わってきている

という状況も踏まえて、思い切って検討す

るという方向で打ち出していくべきではな

いかと思いますが、この点では最後にした

いと思います。町長、いかがでしょうか。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 大江議員もおっし

ゃっていたとおり、私も、大きいところで

はなかなか難しいのかと思います。小さい

規模の町村向けなのかという思いを実はし

ておりました。

今、大江議員は全道レベルでのお話をさ

れていましたけれども、私も今回、大江議

員の質問で管内の状況を調べていただきま

した。今、北見市はあるのですけれども、

実は、合併前の留辺蘂・端野・常呂にある

だけで、北見市本体ではないと。それか

ら、網走市についても、多分そうだと思い

ます。紋別市も上渚滑町の時代のものを持

っていると。それから、美幌はもちろんあ

りませんけれども、遠軽もないというよう

なことであります。

私も大江議員と同じような印象を持って

いたのですけれども、いずれにいたしまし

ても、今いろいろな御提言をいただきまし

たので、次の段階としては、平成２８年度

にこの見直しをするということであります

ので、そういったことも含めて参考にさせ

ていただいて、この計画の中でどうできる

かについては、しっかりと取り組みをして

まいりたいと思っておりますので、どうか

御理解をいただきたいと思っております。

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。

○２番（大江道男君） ぜひ積極的に御検

討をいただければと思います。

東京電波美幌工場の跡地利用につきまし

て、再質問をしたいと思います。

スケジュールなどについてはわかりまし
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た。若干まだ余裕があるということで、実

は、私も、前の質問者と同じように、建物

を利用できないかということで、少しは知

っているという方の御意見なども聞かせて

いただいたのですが、断熱の問題も含め

て、あれを活用するのはほとんど無理だろ

うということで、余り知恵もないものです

から、早々と旗をおろして、更地にしたら

美幌町としては全く異存のない話なのだろ

うというように、逆に前向きに考えたとこ

ろであります。

一つは、一般町民向けの宅地開発では適

地ではないと。コンパクトシティーという

ことで、日常の買い物だとか、そういう点

で多分いろいろ支障の出るところだという

ように思いますが、一方で、田舎暮らしを

考えるという方々にとってみれば、ちょっ

とまた違った魅力を持っているのではない

か。

一つは、空港から１５分以内で到着でき

る場所であります。高規格道路で高野まで

来て、そこに信号があり、もう一カ所信号

があって、二つの信号をすり抜けると着き

ます。したがって、高規格道路を活用して

１２キロくらいのところでたどり着ける場

所です。それから、斜里岳などを含めて非

常に眺望がいいということで、北海道らし

い立地条件を持っていると。スキー場に

１．６キロぐらい、パークゴルフ場に３．

５キロぐらい、将来、ドッグランも考える

と近いと、こういう魅力が山積していま

す。

脱線いたしますが、「空の旅を愛犬と一

緒に」というのがきのうの道新に載りまし

た。阿寒の温泉に大人２人と犬１匹を１組

として、５０組限定、料金は１組２２万

２，０００円と。実はペットとの共生の時

代が来るのですね。一兆何千億円の市場だ

ということを考えたら、普通、ドッグラン

は冬はやらないのです。美幌町で考える

と、私の今の庭をかんじきで踏み固めて、

ドッグランになっているのです。いつでも

走り回っています。こういうことは土地が

広いと十分できる。そういう意味で、田舎

のもう一つの特徴があるのだろうというよ

うに実は思っています。

それで、広い宅地開発という点で優良田

園住宅構想がありましたので、美幌町も一

つはそういう側面から考えてみたらどうだ

ろうというように思っております。

優良田園住宅は、敷地面積は３００平米

以上ということなので、わずか９０坪で

す。美幌町で言えば、そんなものはとても

優良とは言えないということになるかと思

うのですが、北海道が把握している優良田

園構想で見ますと、１２の市と町がこの間

やっておりまして、２３６戸に上ります。

最低の区画は４２０平米ですが、大体５０

０平米、１５０坪ぐらいですか。大きいと

ころは２，６３０平米だとか、やたら広い

のです。しかし、１５０坪ぐらいあると、

庭で犬を放し飼いができるという面積で

す。

こういうことを含めて、美幌町も、少し

郊外ですけれども、優良田園住宅という要

素で売り出すということになると、あそこ

の場所は決して離れ過ぎているということ

にならない、こういうように思っておりま

す。

そういう点で、前の質問者に対して別な

構想もちらっとお話しされたのですが、私

が提案する移住者向けの宅地開発は少し広

い面積でやってはどうだと。１万６，００

０平米ちょっとありますので、３分の１を

道路だとか公共的なスペースにとったとし

ても、５００平米ぐらいで２０区画ぐらい

できるなと。そういう点で捨てたものでは

ないのではないかと思うのですが、町長、

構想の中に入れていただくことはできませ

んでしょうか。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） １回目の答弁でス

ケジュールもお話しさせていただきまし

た。それで、私どもの土地になるだろうと
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想定される時期が、ことしの年末のちょっ

と前ぐらいなのかなと思っております。

いずれにしろ、東京電波さんでは、更地

にして無償で用途を決めないということで

町に譲渡されるということであります。そ

して、埋蔵文化物の調査が建物の部分につ

いては終わっていると、それ以外の部分に

ついては、まだ終わっていないというのが

現状のお話であります。

そんな中で、この後、どういう形に利活

用していくかということでありますけれど

も、議員がおっしゃるように、今、まさに

田園回帰が始まっていると主張される研究

者の方もおられますし、現実にそういう動

きもあるということであります。議員提案

の田舎暮らし、田舎の魅力のためにも、そ

ういった方法はどうかということも貴重な

御意見でありますので、先ほど言ったよう

に、地域の自治会の使用についても話があ

りましたけれども、時期的なものを考えあ

わせるとなかなか厳しい状況があります

が、いずれしましても、いただいた中で、

いただく前も含めて、さまざまな検討を加

えなければいけないと。そして、将来の美

幌にとっていい方向を考えていかなければ

いけないだろうと。

私は、ちょっとフライングぎみに、前の

質問者の方のときにドーム型のというよう

なお話もしましたけれども、それは、あく

までもという話をさせていただきましたの

で、今、この場で何か構想的なものという

のは、前の質問者の方と同様なお答えしか

できませんので、何とぞ御理解をいただき

たいと思っております。

いずれにしろ、地域の方や議会の皆さん

と御相談しながら、美幌にとっていい方向

を考えてまいりたいと、そのように考えて

おります。

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。

○２番（大江道男君） ぜひオープンな議

論を、そういう意味で私は非の打ちどころ

のない計画を出したかったのですけれど

も、やぶれかぶれのものも含めて大いに意

見を出し合ったらいいのではないかと実は

思っているのです。

従来のパブリックコメントは、このよう

にやりたいので意見をということですが、

何をやるか、やるべきなのかということも

含めて、本当はオープンな議論がいよいよ

必要なのだというように思います。

美幌町の隠れている魅力を大いに引き出

して、それをまな板の上にお互いに出して

議論し合うと。そうすると、もっともっと

輝く計画もできるかもしれないと。

１８歳選挙権ということもあって、高校

生・中学生なんかも大いに、自分がこのま

ちに残るとしたら、あそこはどうしたらい

いということを休み時間に議論し合うとい

うことにもつながるようなオープンな議論

を、ぜひ、町長が先頭に立って組織をされ

たらどうかと思います。

めったにないのですが、これをきょうの

最後にしたいと思いますので、その辺も含

めて、思っておられることを最後にお聞き

して終わりたいと思います。（「いい提案

だね」と発言する者あり）

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 私は、先ほど条件

を言いました。更地にして無償と。一つ土

地の形状の問題でありますけれども、奥行

きが２２７メートルちょっとあります。そ

して、間口が７０．９メートルぐらいあり

ます。多少広がったり、奥行きも、間口と

一番後ろの長さがちょっと違いますけれど

も、大ざっぱに言うと、２２７メートル、

あるいは２０８メートルと７０．９メート

ルから７４．２メートルの間口ということ

でありますので、これらもぜひ御参考に、

また新しい提案もいただきたいと思ってお

ります。

いずれにしましても、今までのパブリッ

クコメントと違う方法でということで、後

ろから随分押されたなという思いをしなが
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ら、せっかくあの土地をいただけるという

ような見通しでありますので、将来、美幌

町にとって発展の礎となるような利用をし

たいと考えておりますので、今後とも御提

言等を含めてお願いしたいということで、

よろしくお願いをいたしたいと思います。

○議長（大原 昇君） 以上で、２番大江

道男さんの一般質問を終わります。

これで、本日の一般質問を終わります。

─────────────────────

◎延会の議決

○議長（大原 昇君） お諮りします。

本日の会議は、これで延会したいと思い

ますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本日は、これで延会するこ

とに決定しました。

─────────────────────

◎延会宣告

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延

会します。

お疲れさまでした。

       午後 ３時４１分 延会  
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